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連載

●しごとインタビュー

社会基盤の整備に貢献する「浚
しゅんせつ

渫」への情熱と誇り
安田　純さん　浚渫現場監督— ————————————————— 14

●わが社の人材開発
人材開発室を設置し、キャリア開発支援を強化
株式会社千葉興業銀行——————————————————— 16

●企業研修の現場から 9-2
複眼で考える「人材育成」
⑵ 教育研修の「周辺要素」に気を配ることで本来の狙いを最大化しよう
名藤大樹　三菱UFJリサーチ＆コンサルティング プリンシパル— ——————— 17

●職業能力開発の現場から
公共職業訓練と企業支援を体系的に実施
東京都立城東職業能力開発センター ————————————— 18

●キャリアセンター通信
地域とつながり、地域で学ぶ
生涯学び続けることのできる大学へ
～「夢をかなえるセンター」誕生～
相模女子大学— —————————————————————— 19

●キャリア指導の現場から㊱
インクルーシブ教育
千葉吉裕
東洋大学経営学部 非常勤講師／公益財団法人 日本進路指導協会 理事・調査部長 ——— 20

●スクールカウンセラー風便り 第38回
仲良しに起こった不可解な悲劇？
 －子どもたちの自己肯定感を考える　その３－
金屋光彦　東京都スクールカウンセラー（臨床心理士）— ————————— 21

●キャリアカウンセリングの現場から 24-2
若年者を「一人にしない」ために
⑵ �コミュニケーションが苦手な学生への支援
北山四郎　国家資格 キャリアコンサルタント／２級キャリアコンサルティング技能士 — — 22

昭和23（1948）年創立以来70年にわたり、雇用問
題研究会では職業訓練用教科書、進路指導・職業
指導用心理検査、事業所用心理検査、TWI監督
者訓練用資料などの発行をはじめ、人々の職業生活
の向上・キャリアの支援に寄与するための事業を行っ
てきました。
今号では、それらの分野における戦後これまでの歩み
を、当会の保管資料を交え振り返ってみました。雇
用や職業、キャリアの様々な支援等に関する官民の
動向や変遷の一端を顧み、その歴史と未来を考えて
みるきっかけにしていただければ幸いです。

（特集ページ中に画像のある教材、検査、図書等は
すべて当会発行のものです。）

雇 用・職 業・キ ャ リ ア を め ぐ る
こ れ ま で の 歩 み か ら
r e t r o s p e c t i v e
職業訓練／心理検査／TWI／図書等

特集

読者アンケート＆当会発行図書プレゼント !
編集部では、今後の誌面作りに役立てるため、読者の
皆様の声をお待ちしております。WEB アンケートヘ
ご協力いただいた方に、ご希望の図書を差し上げます。
詳しくはこちらにてご覧ください。
　http://www.koyoerc.or.jp
　
　QR コードからもアクセスできます。
　（一部の携帯電話は対応しておりません。ご了承ください。）

●表紙
職業指導カラースライド（昭和32年〜 42年）より。
元のスライドは総天然色（カラー）。様々な産業を含む職業情
報、自分の個性や適性を考えるためのヒントなどの素材がス
ライド化されており、投映しながら教師が解説をする視聴覚
教材の一つとして中学・高校等で使われた。
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に
一
般
職
業
訓
練
所
と
な
っ
た
。

戦
後
し
ば
ら
く
失
業
対
策
中
心
だ
っ
た
公

共
職
業
訓
練
は
、
職
業
訓
練
法
で
は
養
成
訓

練
課
程（
新
規
学
卒
者
向
け
）
も
積
極
的
に

位
置
付
け
ら
れ
た
。
ま
た
企
業
内
訓
練
も
奨

励
さ
れ
、
技
能
検
定
制
度
が
創
設
さ
れ
る
。

60
年
代
以
降
、
高
度
成
長
期
に
は
工
業
化

が
進
む
一
方
、
高
校
進
学
率
は
急
速
に
上
昇

し
、
製
造
業
な
ど
で
は
技
能
労
働
者
不
足
と

な
る
。
中
卒
者
中
心
だ
っ
た
訓
練
校
の
養
成

訓
練
で
も
高
卒
者
の
割
合
が
増
え
た
。

職
業
訓
練
へ
の
ニ
ー
ズ
は
、
産
業
社
会
環

境
に
よ
っ
て
変
動
す
る
。
技
能
者
不
足
の
時

に
は
技
能
者
養
成
訓
練
、
厳
し
い
雇
用
情
勢

下
で
は
離
転
職
者
訓
練
、
高
齢
化
社
会
が
進

め
ば
中
高
年
齢
者
の
職
業
能
力
の
開
発
・
向

上
の
た
め
の
向
上
訓
練
や
能
力
再
開
発
訓

練
、
技
術
革
新
が
激
し
く
必
要
と
さ
れ
る
技

能
が
変
化
・
高
度
化
す
る
中
で
は
そ
れ
ら
に

対
応
で
き
る
よ
う
な
在
職
者
訓
練
を
含
め
た

職
業
訓
練
が
そ
れ
ぞ
れ
求
め
ら
れ
て
き
た
。

●
現
在
～
未
来
へ

職
場
の
Ｍ
Ｅ
化
、
Ｏ
Ａ
化
の
進
展
等
を
経

て
、
第
三
次
産
業
へ
の
シ
フ
ト
や
急
激
な
Ｉ

Ｔ
化
の
進
展
等
に
よ
る
産
業
構
造
の
転
換
に

伴
い
、
職
業
訓
練
は
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
層
へ

も
範
囲
を
拡
大
し
て
い
く
。
技
術
の
変
化
の

ス
ピ
ー
ド
が
激
し
い
現
在
、
労
働
者
が
変
化

に
対
応
し
求
め
ら
れ
る
技
能
・
知
識
を
身
に

つ
け
て
い
く
た
め
に
は
、
生
涯
能
力
開
発
、

自
己
啓
発
、
個
人
主
導
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
と

い
っ
た
視
点
を
持
ち
つ
つ
、
行
政
、
企
業
、

個
人
が
有
機
的
に
協
力
・
連
携
し
な
が
ら
取

り
組
む
必
要
が
あ
る
。
職
業
訓
練
の
今
日
的

発
展
が
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

●
職
業
訓
練
の
目
的

職
業
訓
練
は
、
職
業
に
必
要
な
技
能
の
習

得
・
向
上
の
た
め
に
、
離
職
者
、
在
職
者
、

新
規
学
卒
者
、
特
定
求
職
者
等
を
対
象
と
し

て
行
わ
れ
る
。

就
職
と
い
う
ゴ
ー
ル
を
目
指
す
失
業
者
、

求
め
ら
れ
る
技
能
や
知
識
が
変
化
・
高
度
化

す
る
中
で
新
た
な
技
能
の
習
得
や
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
を
目
的
と
す
る
在
職
者
、
学
校
卒
業

後
に
就
職
す
る
前
に
実
践
的
な
職
業
能
力
を

身
に
つ
け
て
か
ら
仕
事
に
就
き
た
い
と
考
え

る
学
卒
未
就
職
者
な
ど
、
受
講
者
に
よ
っ
て

そ
れ
ぞ
れ
目
的
は
異
な
る
。

職
業
訓
練
を
受
け
る
た
め
の
施
設
は
、
現

在
、
職
業
能
力
開
発
促
進
セ
ン
タ
ー
（
独

立
行
政
法
人
高
齢
・
障
害
・
求
職
者
雇
用
支

援
機
構（
以
下「
機
構
」）
が
設
置
・
運
営
）、

職
業
能
力
開
発
大
学
校（
同
）、
都
道
府
県

立
の
職
業
能
力
開
発
校
、
障
害
者
職
業
能
力

開
発
校（
国
が
設
置
し
、
都
道
府
県
と
機
構

が
運
営
）
の
ほ
か
民
間
に
よ
る
認
定
職
業
訓

練
校
な
ど
が
あ
り
、
職
業
能
力
開
発
促
進
法

の
規
定
に
基
づ
き
行
わ
れ
る
が
、
そ
れ
以
外

に
事
業
主
等
が
独
自
に
行
う
も
の
も
あ
る
。

●
戦
後
復
興
～
高
度
経
済
成
長
へ

戦
後
の
混
乱
期
に
は
復
員
者
、
引
揚
者
を

含
め
多
く
の
失
業
者
が
溢
れ
た
。
戦
時
体
制

下
で
は
、
職
業
紹
介
所（
今
の
公
共
職
業
安

定
所
）
に
付
設
さ
れ
た
職
業
補
導
所
で
主
に

軍
事
的
要
請
に
従
っ
た
技
能
者
養
成
の
た
め

の
職
業
訓
練
が
実
施
さ
れ
て
い
た
が
、
戦
後

は
失
業
対
策
と
し
て
行
わ
れ
た
。
職
業
補
導

所
は
１
９
４
９
年
職
業
安
定
法
改
正
時
に
公

共
職
業
補
導
所
、
58
年
職
業
訓
練
法
制
定
時

就職、スキルアップのための
技能の習得を目指して

職業訓練
Vocational Training 

archive
アーカイブ
から

●職業訓練教材「活版印刷」労働省職業訓練局 編　昭和42年

●職業訓練教材「商業簿記」
　労働省職業訓練局 編
　昭和45年 ●職業補導教材「ガス溶接」労働省職業安定局 編　昭和31年
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●普通学科教科書
実用数学
●専門学科教科書（共用教科書）
生産工学概論
安全衛生
電気工学概論
機械工学概論
製図用文字練習帳－改訂新版－
●専門学科教科書（専門学科教科書）
材料力学
機械材料
機械工作法
機械測定法
機械製図　基本と応用
ＮＣ工作概論
ＮＣ工作機械 [1] －ＮＣ旋盤－
ＮＣ工作機械 [2] －マシニングセンタ－
空気圧シーケンス制御〈シリーズ１〉
空気圧シーケンス制御〈シリーズ２〉
板金板取り展開図集
金型工作法
電気応用
電気製図
電子工学
電気機器
電気材料
電気工事
送配電及び配線設計
電気理論
電子測定法及び試験法
電気関係法規
木工材料
木工用機械
木工製品設計
建設機械［Ｉ］－内燃機関の構造及び整備法－
建設機械［Ⅱ］－構造・整備法　基礎編、検査法編－
建設機械［Ⅲ］－構造・整備法　実際編－
構造物鉄工［Ｉ］－鉄骨構造編－
構造物鉄工［Ⅱ］－鉄鋼材加工法編－
鋳造法
木造建築の基礎用語
塗料
塗装系デザイン概論
建築塗装法
木工塗装法
金属塗装法
印刷・製本概論
デザイン概論
●実技教科書
配管実技教科書
木材加工系実技教科書
木造建築実技教科書
ブロック施工実技教科書
タイル施工実技教科書
測量実技教科書
電気工事実技教科書
塗装実技教科書
塑性加工実技教科書
溶接実技教科書
構造物鉄工実技教科書
自動車整備実技教科書
機械加工実技教科書

●参考文献 田中萬年「わが国における公的職業訓練とそのカリキュラムの歴史的展開に関する研究」1995
 逆瀬川 潔「職業訓練の変遷と課題」『帝京経済学研究 37（1・2）』帝京大学経済学会　2003

雇
用
問
題
研
究
会
で

現
在
発
刊
中
の
職
業
訓
練
教
科
書

●職業訓練の主な出来事
年 法律・施策・できごと 内容等

1946（昭和21）日本国憲法公布
1947（昭和22）労働省創設

労働基準法

職業安定法
経済緊急対策

技能者養成規定（企業内訓練向けの基準）／徒弟
制度の弊害排除
職業補導（失業者に対する知識・技能の教育・訓練）
職業補導施設拡充計画

1948（昭和23）職業補導の手引（「職業
安定行政手引」所収）

補導種目として「製図、鍛冶工、機械工、機械器
具組立修理工、印刷工、漆芸工、大工、タイピスト、
筆耕、洋裁師、陶工、義肢工」が例示／職業補
導施設434カ所、530種目、定員4万人

1949（昭和24）ドッジライン
職業補導必携

失業者増／インフレ進行／新規中卒者の職業補導
所への入所者増

1950（昭和25）朝鮮戦争勃発
技能者養成指導員指導書

1951（昭和26）産業教育振興法
職業補導の根本方針 公共職業補導所の対象が新制中学卒業者中心に

1952（昭和27）職業補導提要
1953（昭和28） 中小企業の共同養成施設の運営経費の補助金交

付開始／技能測定（この年から9回実施）
1957（昭和32） 事業内職業訓練実施事業所数22,751所／養成訓

練の訓練科は製造業（金属機械、衣服、家具、食
料品、紡績等）、建設業が多い

1958（昭和33）職業訓練法
駐留軍関係離職者等臨
時措置法

公共機関による職業補導と企業内教育としての技能
者養成の統合／●公共職業訓練：一般職業訓練所

（都道府県）、総合職業訓練所（国（労働福祉事
業団））、身体障害者職業訓練所（国が設置、都道
府県が運営）、中央職業訓練所（国（労働福祉事
業団））●事業内職業訓練：養成訓練（中卒程度対
象の２～３年の基礎的訓練）、再訓練・追加訓練（中
堅技能者対象の知識・技能向上訓練）、監督者訓練

（TWI等、管理監督技術の特別訓練）
1959（昭和34）炭鉱離職者臨時措置法 技能検定開始（5職種）
1960（昭和35）国民所得倍増計画 新規労働力に対する養成訓練の拡充強化
1961（昭和36）雇用促進事業団設立
1965（昭和40） 高校進学率上昇　昭和30：51.5％→昭和40：70.7％

（→昭和45：82.1％）
1966（昭和41）雇用対策法 「職業訓練の充実」の規定
1969（昭和44）（新）職業訓練法 中卒者中心から生涯職業訓練制度へ（企業内訓練

と公共訓練の訓練基準が統合される）／養成訓練・
向上訓練（養成訓練修了者対象のより高度な訓練）・
能力再開発訓練（離転職者対象）・再訓練（能力
再開発訓練修了者対象）（～平成4）

1971（昭和46）第一次職業訓練基本計画
（～昭和50）

技能労働者不足／専修訓練課程（中卒者）から高
等訓練課程（高卒者）中心へ

1973（昭和48）オイルショック
1974（昭和49）失業保険法が雇用保険法に 在職者訓練の拡大
1975（昭和50）職業訓練法施行規則改

正
職業訓練のカリキュラム基準の弾力化、離転職者の
職業訓練の機動的実施／職業訓練短期大学校・技
能開発センターの設置

1978（昭和53）職業訓練法改正 養成訓練は普通訓練課程と専門訓練課程に／単位
制訓練（モジュール訓練）導入／生涯職業訓練（技
能労働者から第三次産業を含む全労働者を対象とし
た離職者・在職者・中高年齢者等の訓練）
役割分担●都道府県：養成訓練、向上訓練、能力
再開発訓練●国（雇用促進事業団）：向上訓練、
能力再開発訓練、短期大学校での高度技能者養成

1981（昭和56）第三次職業訓練基本計画
（～昭和60）

産業構造の転換、技術革新の進展、高齢化社会へ
の移行等を踏まえた生涯職業訓練体制の整備、ホワ
イトカラー層の再教育訓練

1985（昭和60）職業訓練法が職業能力開
発促進法に

企業内訓練（OJT含む）の援助強化、短期課程の
追加

1991（平成3） バブル崩壊 求職者増加・就職難
1992（平成4） 職業能力開発促進法改正 普通職業訓練と高度職業訓練に再編される
1997（平成9） 職業能力開発促進法改正 労働者の自発的な職業能力の開発向上の促進、応

用課程の開設等
1998（平成10）教育訓練給付金創設
1999（平成11）雇用・能力開発機構設立
2003（平成15）若者自立・挑戦プラン
2011（平成23）独立行政法人高齢・障害・

求職者雇用支援機構
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使
用
許
可
を
得
る
。そ
し
て
日
本
版
に
翻
案
・

改
編
し
大
規
模
な
標
準
化
実
験
を
行
い
、
完

成
を
見
た
の
が
労
働
省
編
一
般
職
業
適
性
検

査
で
あ
る
。
多
角
的
に
職
業
適
性
が
測
定
で

き（
９
適
性
能
）、
改
訂
を
経
な
が
ら
現
在

に
至
る
ま
で
長
期
に
わ
た
っ
て
学
校
や
職
業

安
定
所
等
で
広
く
使
わ
れ
て
い
る
。

●
職
業
レ
デ
ィ
ネ
ス・テ
ス
ト

職
業
レ
デ
ィ
ネ
ス
・
テ
ス
ト
は
、
職
業
に

対
す
る
興
味
・
自
信（
職
業
志
向
性
）と
日
常

生
活
で
の
個
人
の
行
動
の
特
徴（
基
礎
的
志

向
性
）
を
測
定
し
、
自
己
理
解
を
促
す
。
職

業
志
向
性
は
ア
メ
リ
カ
の
心
理
学
者
ホ
ラ
ン

ド
に
よ
る
職
業
興
味
領
域
の
６
類
型（
Ｒ
Ｉ

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ｃ
）
で
、
基
礎
的
志
向
性
は
対
情
報

（D
ata

）、
対
人（People

）、
対
物（T

hing

）

の
３
類
型（
Ｄ
Ｐ
Ｔ
）
で
、
そ
れ
ぞ
れ
整
理

さ
れ
る
。
６
類
型
の
尺
度
が
導
入
さ
れ
た
の

は
改
訂
さ
れ
た
新
版
か
ら
で
あ
る
。

●
個
人
の
特
性
と
職
業
の
マ
ッ
チ
ン
グ

ア
メ
リ
カ
の
心
理
学
者
ス
ー
パ
ー
は
、
職

業
と
の
関
係
か
ら
見
た
個
人
の
特
性
に
つ
い

て
、
能
力
の
み
な
ら
ず
価
値
観
や
興
味
等
の

パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
を
包
含
し
た
職
業
適
合
性

（V
ocational fitness

）
と
い
う
概
念
を
示

し
て
い
る
。
人
と
職
業
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
に

は
、
双
方
の
特
性
の
把
握
が
必
要
で
あ
り
、

そ
の
支
援
の
た
め
に
職
業
適
性
検
査
、
職
業

興
味
検
査
や
性
格
検
査
な
ど
の
心
理
検
査
が

開
発
さ
れ
て
き
た
。
そ
う
し
た
検
査
に
よ
る

人
の
特
性
の
測
定
・
評
価
に
お
い
て
は
、
結

果
を
絶
対
視
し
な
い
こ
と
、
検
査
を
理
解
し

た
検
査
実
施
者
に
よ
る
正
し
い
実
施
と
解

説
・
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
が
大
切
で
あ
る
。

●
進
路
指
導
の
た
め
の
心
理
検
査

ど
う
い
う
仕
事
を
し
て
生
き
て
い
く
の

か
、
何
の
職
業
を
選
べ
ば
よ
い
の
か
に
つ
い

て
考
え
る
時
に
学
生
・
生
徒
、
あ
る
い
は
求

職
者
等
が
手
が
か
り
と
す
る
こ
と
が
で
き
る

の
は
、
自
分
が
何
が
得
意
で
、
何
が
好
き
か

と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。
職
業
適
性
検
査
、
職

業
興
味
検
査
は
そ
れ
ら
を
測
定
し
自
己
理
解

を
助
け
、
自
分
に
合
っ
た
仕
事
を
探
索
す
る

の
に
役
立
つ
心
理
検
査
と
し
て
学
校
や
職
業

訓
練
校
、
就
職
支
援
機
関
な
ど
で
長
年
に
わ

た
り
活
用
さ
れ
て
き
た
。

心
理
検
査
が
現
場
で
活
用
さ
れ
る
た
め
に

は
、
同
じ
条
件
下
で
同
じ
被
検
者
に
実
施
す

れ
ば
結
果
の
ぶ
れ
が
生
じ
な
い
と
い
う
信
頼

性
と
、
測
ろ
う
と
す
る
も
の
を
測
れ
る
と
い

う
妥
当
性
を
備
え
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
あ

り
、
実
験
に
よ
り
多
く
の
サ
ン
プ
ル
を
集
め

て
統
計
を
と
り
、
検
証
・
基
準
の
作
成
・
最

適
な
設
問
の
選
択
等
を
行
う
標
準
化
作
業
を

経
て
開
発
さ
れ
る
。

過
去
、
様
々
な
心
理
検
査
が
開
発
、
公
表

さ
れ
て
き
た
が
、
我
が
国
で
代
表
的
な
進
路

指
導
・
職
業
指
導
用
検
査
と
し
て
厚
生
労
働

省
編
一
般
職
業
適
性
検
査（
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｂ
）
と

職
業
レ
デ
ィ
ネ
ス
・
テ
ス
ト（
Ｖ
Ｒ
Ｔ
）
が
挙

げ
ら
れ
る
。

●
厚
生
労
働
省
編
一
般
職
業
適
性
検
査

ア
メ
リ
カ
で
は
戦
前
か
ら
心
理
学
者
に

よ
り
心
理
検
査
の
研
究
が
行
わ
れ
て
お
り
、

米
国
労
働
省
が
職
業
適
性
検
査 General 

A
ptitude T

est Battery

（
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｂ
）
を

開
発
・
公
表
し
て
い
た
。
日
本
の
労
働
省
は

戦
後
Ｇ
Ｈ
Ｑ
を
通
じ
て
そ
の
提
供
を
受
け
、

職業適性検査、職業興味検査
による自己理解と職業探索

進路指導用

心理検査
psychological test 

archive
アーカイブ
から

●労働省編職業適性検査　　
　実施手引
　昭和27年

●労働省編一般職業適性検査
　［改訂新版］手引
　昭和58年

●労働省編一般職業適性検査
　［改訂新版］検査用紙
　昭和58年

●労働省編一般職業適性検査
　［改訂新版］手引
　平成7年

●厚生労働省編一般職業適性検査
　［改訂新版］手引
　平成25年
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特集 雇用・職業・キャリアをめぐるこれまでの歩みから

厚生労働省編一般職業適性検査（GATB）〔進路指導・職業指導用〕

職業レディネス・テスト（VRT）
KN 式クレペリン作業性格検査〔進路指導用〕

職業適性診断システム キャリア・インサイト
障害者用 就職レディネス・チェックリスト

雇用問題研究会で

現在発行中の
進路指導用心理検査

●心理検査（進路指導用）の主な出来事
年 できごと 心理検査の公表等

1927（昭和2） SVIB（ストロング職業興味検査：米／ストロング）
1929（昭和4） 世界大恐慌
1933（昭和8） 米ニューディール政策 GATB開発開始（米）
1943（昭和18） MMPI（ミネソタ多面人格目録：米／ハサウェイ＆マッ

キンリー）
1944（昭和19） GATB完成（米）：協力事業所約2万所、検査対象

労働者約5万人、調査分析職務約7万
1945（昭和20） 第二次世界大戦終戦
1947（昭和22） GATB初版発行（米）

田中ビネー知能検査
1952（昭和27） 労働省編一般職業適性検査（GATB）
1953（昭和28） VPI（職業興味検査：米／ホランド）
1957（昭和32）スーパー“キャリアの虹”
1961（昭和36） 米ニューフロンティア政策
1963（昭和38） 米職業教育法
1969（昭和44） 職業研究所創設

スーパー“職業適合性”
1970（昭和45） SDS（米／ホランド）
1971（昭和46）マーランド“職業教育から

キャリア教育へ”
1972（昭和47） 職業レディネス・テスト（VRT）初版
1973（昭和48）オイルショック

ホランド“職業選択の理論”
1977（昭和52） 米キャリア教育奨励法
1983（昭和58） GATB（進路指導用）改訂新版
1989（平成元） 新版・職業レディネス・テスト（VRT）
1990（平成2） 日本労働研究機構発足

2000（平成12） 米O*NET 運用開始
2001（平成13） インサイト2000
2002（平成14） 職業レディネス・テスト（VRT）第３版
2003（平成15） 労働政策研究・研修機構

発足
2006（平成18） キャリアマトリックス（～平成23）
2010（平成22） VRTカード
2014（平成26） キャリア・インサイト統合版

●参考文献 佐柳 武「労働省編一般職業適性検査（GATB）の誕生を顧みて」2011
 JILPT資料シリーズ No.88「仕事能力把握に向けた新たなアプローチ」2011　独立行政法人 労働政策研究・研修機構
 JILPT資料シリーズ No.169「職業能力の評価」2016　独立行政法人 労働政策研究・研修機構

●厚生労働省編一般職業適性検査（GATB）
　〔進路指導・職業指導用〕

　検査用紙

●職業レディネス・テスト（VRT）［第3版］
　問題用紙

●職業レディネス・テスト　手引
　雇用職業総合研究所 編
　昭和47年

●KN式クレペリン作業性格検査〔進路指導用〕

　手引

●職業レディネス・テスト  問題用紙
　雇用職業総合研究所 編
　昭和47年

●キャリア・インサイト
　CD-ROM

●新版 職業レディネス・テスト  手引
　日本労働研究機構 編
　平成元年

米国GATBを元にした一般職業適性検査は、それまでにない画期的な職業適性検査として戦後我が国で普及する

●障害者用 就職レディネス・ チェックリスト
　（ERCD）
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つ
の
ツ
ー
ル
と
し
て
で
あ
ろ
う
。
自
社
が
求

め
る
職
場
で
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
期
待
で

き
る
基
礎
的
な
条
件
を
備
え
て
い
る
か
ど
う

か
等
を
見
る
た
め
で
あ
る
。
特
に
能
力
面
に

お
い
て
は
、
面
接
の
み
に
よ
る
評
価
が
困
難

な
要
素
に
つ
い
て
数
量
化
さ
れ
た
情
報
が
提

供
さ
れ
る
こ
と
の
メ
リ
ッ
ト
は
大
き
い
。

●
賢
く
使
う
た
め
に

適
性
検
査
が
何
を
測
っ
て
い
る
か
、
つ
ま

り
検
査
結
果
の
数
値
が
何
を
意
味
し
て
い
る

か
を
知
る
た
め
に
は
、
言
葉
に
よ
る
尺
度
の

定
義
よ
り
も
、
被
検
者
本
人
の
過
去
の
検
査

結
果
と
現
在
の
実
際
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を

照
ら
し
合
わ
せ
る
こ
と
が
参
考
に
な
る
。
検

査
が
測
定
し
て
い
る
も
の
す
べ
て
が
職
務
遂

行
に
関
係
す
る
わ
け
で
は
な
い
し
、
職
務
遂

行
に
必
要
な
能
力
す
べ
て
を
測
定
で
き
る
わ

け
で
も
な
い
が
、
同
じ
検
査
を
継
続
し
て
使

い
、
被
検
者
の
何
人
か
が
入
社
し
て
い
る
の

で
あ
れ
ば
蓄
積
さ
れ
る
過
去
の
デ
ー
タ
は
、

検
査
結
果
の
数
値
と
職
務
遂
行
能
力
と
の
関

係
を
何
ら
か
の
形
で
表
す
も
の
で
あ
る
と
言

え
、
人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
有
効
活
用
で
き

る
資
料
と
な
り
え
る
。

採
用
・
配
置
の
た
め
の
適
性
検
査
は
世
の

中
に
数
多
く
存
在
し
、
企
業
で
広
く
使
わ
れ

て
い
る
。
用
途
も
様
々
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ

特
徴
が
あ
る
が
、
結
果
の
中
に
は
豊
富
な
情

報
が
含
ま
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
過
去
の

デ
ー
タ
・
経
験
の
蓄
積
を
複
数
の
多
様
な
切

り
口
か
ら
分
析
・
解
釈
し
て
み
た
り
、
面
接

と
の
併
用
に
よ
っ
て
相
補
的
・
多
面
的
な
評

価
に
役
立
て
た
り
す
る
こ
と
で
、
そ
れ
ら
を

無
駄
に
せ
ず
、
人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
全
般
に

一
層
賢
く
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

●
採
用
選
考
の
難
し
さ

自
社
が
本
当
に
求
め
る
人
材
を
的
確
か
つ

効
率
的
に
、
か
つ
過
不
足
な
く
採
用
す
る
こ

と
は
、
容
易
な
こ
と
で
は
な
い
。

将
来
を
視
野
に
入
れ
な
が
ら
現
時
点
で
組

織
が
必
要
と
す
る
人
物
像
、
人
材
要
件
を
明

確
化
し
た
う
え
で
、応
募
者
の
能
力
や
思
考
・

行
動
特
性
、
性
格
な
ど
を
で
き
る
限
り
正
確

に
測
定
・
評
価
し
、
そ
の
要
件
に
ど
の
程
度

合
致
す
る
か
を
判
断
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

か
ら
だ
。
加
え
て
、
人
手
不
足
の
状
況
で
は

そ
も
そ
も
募
集
の
苦
労
も
大
き
い
だ
ろ
う
。

「
自
社
が
求
め
る
人
材
」
と
い
っ
て
も
単

純
と
は
限
ら
な
い
。
採
用
後
に
配
属
さ
れ
る

（
可
能
性
の
あ
る
）
部
署
で
の
職
務
遂
行
に

必
要
と
な
る
能
力
を
重
視
す
る
か
、
あ
る
い

は
普
遍
性
・
汎
用
性
が
高
い
一
般
的
な
論
理

的
思
考
能
力
や
言
語
能
力
の
ほ
う
が
重
要
な

の
か
、
ま
た
そ
の
職
場
で
勤
続
し
や
す
い
性

格
や
価
値
観
、
社
風
に
合
っ
て
い
る
か
、
い

わ
ゆ
る
相
性
を
よ
り
重
視
す
る
の
か
。
そ
れ

ら
の
要
素
を
ど
う
配
分
し
て
評
価
の
優
先
順

位
を
決
め
る
か
。
将
来
多
か
れ
少
な
か
れ
事

業
内
容
や
社
員
が
従
事
す
る
業
務
が
変
動
し

て
い
く
可
能
性
も
あ
る
だ
ろ
う
。
社
会
・
経

済
情
勢
、
経
営
状
態
も
採
用
計
画
に
影
響
を

与
え
う
る
。

●
職
業
適
性
検
査
を
採
用
に
活
用
す
る

企
業
の
採
用
選
考（
新
卒
／
中
途
）
の
場

面
に
お
い
て
、
面
接
だ
け
で
な
く
応
募
者
の

能
力
や
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
な
ど
を
測
定
・
評

価
す
る
適
性
検
査
が
実
施
さ
れ
る
の
は
、
人

材
要
件
へ
の
合
致
度
を
公
平
・
公
正
で
客
観

的
な
評
価
に
基
づ
い
て
把
握
す
る
た
め
の
一

採用ツールとしての
職業適性検査

事業所用

心理検査
psychological test 

archive
アーカイブ
から

●労働省編一般職業適性検査
　（第二）　実施手引
　昭和30年

●労働省編一般職業適性検査　
　（第二）実施手引　序文
　昭和30年

●労働省編一般職業適性検査　
　（第二）第Ⅰ部　検査用紙
　昭和30年

●労働省編一般職業適性検査　
　（第二）第Ⅱ部　検査用紙
　昭和30年

p3-13.indd   8 2018/09/14   15:05:22



9　職業研究――2018 No.2

特集 雇用・職業・キャリアをめぐるこれまでの歩みから

厚生労働省編一般職業適性検査（GATB）〔事業所用〕

KN 式クレペリン作業性格検査〔事業所用〕

RAT 職業基礎能力診断テスト - Ⅱ
CETI
パーソナリティテスト
OSI 職業ストレス検査

雇用問題研究会で

現在発行中の
事業所用心理検査

●心理検査（事業所用）関連の主な出来事
年 できごと 心理検査の公表等

1945（昭和20） 第二次世界大戦終戦
1950（昭和25） 朝鮮戦争勃発
1954（昭和29） 神武景気（～昭和32）

高度経済成長の始まり
1955（昭和30） 労働省編一般職業適性検査（第二）　
1957（昭和32） YG性格検査
1958（昭和33） 岩戸景気（～昭和36）
1960（昭和35） 所得倍増計画
1963（昭和38） リクルートテスト（リクルート）

1964（昭和39） 東京オリンピック
1965（昭和40） いざなぎ景気（～昭和45）DPI（ダイヤモンド社）

1972（昭和47） 労働省編性能別職業適性検査（ＤＡＴ）
1973（昭和48） オイルショック
1974（昭和49） 総合検査SPI（リクルートマネジメントソリューションズ）

1982（昭和57） V-CAT（日本能率協会）

1985（昭和60） SCOA（NOMA総研）

1986（昭和61） バブル景気（～平成3）
男女雇用機会均等法

FAST（産業能率大学総合研究所）

1987（昭和62） CETI ／労働省編一般職業適性検査〔事業所用〕
T版・S版

1988（昭和63） GAB（日本SHL）

1991（平成3） バブル崩壊／就職氷河期
1994（平成6） TAP（日本文化科学社）

1995（平成7） HCi-ab（ヒューマンキャピタル研究所）

2000（平成12） 2000年3月大卒者のうち
無業者が22.5％に

2002（平成14） SPI-Ⅱ
2006（平成18）「社会人基礎力」（経済

産業省）
2007（平成19） 非正規雇用労働者の割合

が３分の１を超える
2008（平成20） リーマンショック
2009（平成21） 大学進学率が50％超える
2011（平成23） 東日本大震災 RAT職業基礎能力診断テスト

2012（平成24） SPI-Ⅲ
2017（平成29） RAT-Ⅱ

●参考文献 リクルートワークス研究所「『新卒採用』の潮流と課題」　2010
 木村文勝「厳選採用時代の人材採用戦略」／松本純平「採用ツールとしての適性検査」　「職業研究」2010 秋季号

●厚生労働省編一般職業適性検査（GATB）
〔事業所用〕
　手引

●KN式クレペリン作業性格検査〔事業所用〕
　手引

●RAT職業基礎能力診断テスト-Ⅱ
　マニュアル

●CETI
　マニュアル（左）

●パーソナリティテスト
　マニュアル

●OSI職業ストレス検査［第2版］
　検査用紙

手   引

一般社団法人 雇用問題研究会

［事業所用］

KN式クレペリン
作 業 性 格 検 査

●労働省編性能別職業適性検査
　実施手引
　昭和47年

●労働省編性能別職業適性検査
　検査用紙（第２分冊）
　昭和47年

●労働省編性能別職業適性検査
　検査用紙（第１分冊）
　昭和47年

●労働省編性能別職業適性検査
　検査用紙（第３分冊）
　昭和47年

●労働省編性能別職業適性検査
　検査用紙（第４分冊）
　昭和47年
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れ
、
実
施
・
普
及
の
主
体
は
労
働
省
か
ら
民

間
へ
と
重
点
が
移
っ
て
い
く
。

90
年
代
以
降
、
ア
メ
リ
カ
で
主
に「
ト
ヨ

タ
生
産
方
式
」（
Ｔ
Ｐ
Ｓ
）の
研
究
成
果
に
基

づ
い
た
生
産
管
理
手
法「
リ
ー
ン
生
産
方
式
」

が
注
目
さ
れ
製
造
現
場
な
ど
で
普
及
し
た

が
、
Ｔ
Ｐ
Ｓ
が
Ｔ
Ｗ
Ｉ
を
源
流
の
一
つ
と
し

て
い
る
と
の
指
摘
は
多
い
。
戦
後
ア
メ
リ
カ

で
衰
退
し
て
い
っ
た
Ｔ
Ｗ
Ｉ
が
日
本
を
経
由

し
て
本
国
で
再
発
見
さ
れ
た
と
も
言
え
る
。

●
Ｔ
Ｗ
Ｉ
の
方
法

Ｔ
Ｗ
Ｉ
監
督
者
訓
練
は
、
生
産
現
場
等
に

お
け
る
第
一
線
監
督
者
及
び
候
補
者（
職
長
、

班
長
、
リ
ー
ダ
ー
等
）
を
対
象
に
、
監
督
者

に
必
要
な
五
つ
の
条
件（
仕
事
の
知
識
、
職

責
の
知
識
、
教
え
る
技
能
、
改
善
す
る
技
能
、

人
を
扱
う
技
能
） 

の
う
ち
三
つ
の
技
能
の
向

上
を
目
的
と
し
、
企
業
規
模
、
業
種
を
問
わ

ず
適
用
で
き
る
も
の
で
あ
る
。

三
つ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
次
の
よ
う
な
共

通
事
項
が
あ
る
。

○
　
４
段
階
法
に
基
づ
く
（
Ｊ
Ｉ
の
例
：
①

習
う
準
備
を
さ
せ
る
②
作
業
を
説
明
す
る

③
や
ら
せ
て
み
る
④
教
え
た
後
を
み
る
）

○
　
理
論
よ
り
も
実
践
を
重
ん
じ
、
主
に
受

講
生
の
実
習
・
実
演
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る

○
　
講
習
会
の
構
成
は
、
２
時
間
の
講
習
を

５
回
（
計
10
時
間
）、
１
ク
ラ
ス
最
大
10

人
ま
で

各
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
標
準
化
さ
れ
、
マ
ニ
ュ

ア
ル
と
し
て
手
引
が
用
意
さ
れ
て
お
り
、
ト

レ
ー
ナ
ー
が
10
時
間
講
習
の
中
で
遵
守
す
べ

き
こ
と
、
や
る
べ
き
こ
と
が
す
べ
て
書
か
れ

て
い
る
。
作
業
分
解
シ
ー
ト
や
カ
ー
ド
な
ど

訓
練
資
料
も
決
ま
っ
た
も
の
が
使
わ
れ
る
。

Ｔ
Ｗ
Ｉ（T

raining W
ithin Industry

）

は
、
第
二
次
世
界
大
戦
時
に
米
英
で
開
発
さ

れ
た
企
業
内
監
督
者
訓
練
シ
ス
テ
ム
で
あ

り
、
戦
後
日
本
に
持
ち
込
ま
れ
製
造
業
を
中

心
に
拡
が
り
定
着
し
た
。
現
在
で
も
行
わ
れ

て
お
り
、
次
の
三
つ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
か
ら
な

る（
日
本
で
は「
Ｊ
Ｓ
」を
加
え
四
つ
）。

Ｊ
Ｉ
：Job Instruction

（
仕
事
の
教
え
方
）

Ｊ
Ｍ
：Job M

ethods

（
改
善
の
仕
方
）

Ｊ
Ｒ
：Job Relations

（
人
の
扱
い
方
）

●
Ｔ
Ｗ
Ｉ
の
歩
み

ア
メ
リ
カ
で
は
、
第
二
次
大
戦
に
よ
り
軍

需
産
業
で
短
期
間
で
の
生
産
力
の
増
強
が
国

家
レ
ベ
ル
で
急
務
と
な
り
、
多
く
の
未
経
験

労
働
者
の
生
産
性
向
上
の
た
め
の
職
業
訓
練

を
目
的
と
し
て
、
政
府
に
よ
る
Ｔ
Ｗ
Ｉ
監
督

者
訓
練
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
始
ま
っ
た
。

戦
後
、連
合
国
軍
総
司
令
部（
Ｇ
Ｈ
Ｑ
）は
、

日
本
の
産
業
の
復
興
、
企
業
の
再
建
に
は
企

業
経
営
の
民
主
化
・
近
代
化
や
職
場
秩
序
の

確
立
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
た
。
そ
の
た
め

に
は
事
業
所
の
第
一
線
監
督
者
の
体
質
改
善

と
職
業
訓
練
が
有
効
だ
と
し
て
、
日
本
の
労

働
省
は
１
９
５
１
年
に
Ｔ
Ｗ
Ｉ
の
専
門
家
を

来
日
さ
せ
る
な
ど
し
、
指
導
員
ト
レ
ー
ナ
ー

の
養
成
、
Ｔ
Ｗ
Ｉ
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
普
及
が
図

ら
れ
た
。

51
年
に
改
正
さ
れ
た
職
業
安
定
法
施
行
規

則
で
は
、
労
働
省
に
は
監
督
者
訓
練
特
別
指

導
員
と
指
導
員
、
都
道
府
県
に
は
指
導
員
と

職
場
補
導
員
が
置
か
れ
る
こ
と
と
さ
れ
、
そ

の
後
、
製
造
業
を
中
心
に
民
間
事
業
所
へ
の

Ｔ
Ｗ
Ｉ
の
普
及
が
急
速
に
進
み
、
定
着
し
て

い
っ
た
。

55
年
に
日
本
産
業
訓
練
協
会
が
設
立
さ

戦後日本の産業に導入され、
効果を上げた監督者訓練

TWI
監督者訓練

Training Within Industry 

archive
アーカイブ
から

●TWI活用の手引　仕事の教え方
　労働省職業訓練局監修
　昭和48年

●TWI活用の手引　改善の仕方
　労働省職業訓練局監修
　昭和48年

●TWI活用の手引　人の扱い方
　労働省職業訓練局監修
　昭和48年

●TWI実務必携
　労働省職業訓練部監修
　昭和35年

●監督者訓練読本
　近藤英一郎 著
　昭和45年
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● JI　仕事の教え方
手引〔改訂版〕／追指導手引
No. １　仕事の教え方カード（紙製）
No. ２　観察シート
No. ３　作業分解シート
No. ４　作業分解例
No. ５　訓練予定表用紙
No.11　追指導カード
電気コード／キーソケット
TWI 活用の手引〔改訂増補版〕
仕事の教え方　指導員手引
仕事の教え方　訓練資料（A）
仕事の教え方　追指導養成員手引（３時間用）
仕事の教え方　追指導養成員手引（16 時間用） 

【実地検定用資料（10 時間用）】
No. １、２、３、４、５
TWI 活用の手引〔改訂増補版〕

【実演材料】
電気コード／キーソケット

● JM　改善の仕方
手引（改訂版）／追指導手引
No. １　改善の仕方カード（紙製）
No. ２　現在方法配置図
No. ３　新方法配置図
No. ４　現在方法作業分解シート
No. ５　新方法作業分解シート
No. ６　未記入作業分解シート
No. ７　見本提案シート
No. ８　未記入提案シート
No. ９　提案用作業分解シート
No.21　追指導カード
銅板（紙製）／黄銅板（紙製）
作業分解チャート
ホッチキス／取付具／ゴム印
TWI 活用の手引〔改訂増補版〕
改善の仕方　手引指針書（リーダー用）
改善の仕方　指導員手引
改善の仕方　追指導養成員手引

【実地検定用資料（10 時間用）】
No. １、２、３、４、５、６、７、８、９
作業分解チャート
銅板・黄銅板
TWI 活用の手引〔改訂増補版〕

【実演材料】
ホッチキス／取付具／ゴム印／銅板・黄銅板

● JR　人の扱い方
手引〔改訂版〕／追指導手引
No. １　人の扱い方カード（紙製）
No.11　追指導カード
TWI 活用の手引〔改訂増補版〕
問題取扱票
人の扱い方　指導員手引
人の扱い方　追指導養成員手引
人の扱い方　追指導養成員手引（３時間用） 

【実地検定用資料（10 時間用）】
No. １
TWI 活用の手引〔改訂増補版〕
問題取扱票

● JI・JM・JR 共通
訓練計画の説明と計画設定の手引
TWI 実施計画
TWI トレーナー実務必携

雇用問題研究会で

現在発行中の
TWI監督者訓練資料

●ＴＷＩ関連の主な出来事
年 できごと TWI関連の動き等

1919（大正8） 職業教育の専門家Ch.アレンが20年以上の経験
からまとめた「The Instructor, the Man and the 
Job」を発表、後のTWI「仕事の教え方」の基
となる

1939（昭和14） 第二次世界大戦始まる
1940（昭和15） 米国防会議の諮問委員会によりTWI発足
1941（昭和16） 日本軍が真珠湾攻撃、米

が参戦
1942（昭和17） 「仕事の教え方」プログラムが完成

米中央政府機関のWar Manpower Commission
（戦時労働力委員会）の訓練局内にTWI本部設
置

1943（昭和18） 「人の扱い方」、次いで「改善の仕方」プログラム
が完成

1944（昭和19） 「訓練計画の進め方」完成
1945（昭和20） 終戦 War Manpower Commissionの活動が終了
1948（昭和23） 労働省がGHQからTWIの資料提供を受ける
1949（昭和24）ドッジ・ライン
1950（昭和25） 朝鮮戦争勃発 TWI資料日本版の初版発行

日本での第１回TWIトレーナー養成講習会
職業安定法施行規則に職場補導員（TWIトレー
ナー）の規定が設けられる
この年、10時間講習受講者：15,975名、TWI採
用事業所：137事業所

1951（昭和26） 米TWI社の専門家が来日、トレーナーの養成、計
画設定、追指導訓練等にわたり指導
職業安定法施行規則に監督者訓練指導員等の規
定が設けられる
労働省職業安定局内に監督者訓練課が新設

1952（昭和27） 「TWI研究」誌創刊
1954（昭和29） 年末時点での延数は、監督者訓練指導員：66

名、監督者訓練員：4,425名、訓練を受けた監
督者数：339,378名

1955（昭和30） 日本産業訓練協会発足　
1958（昭和33） 職業訓練法
1973（昭和48） 「TWI活用の手引」（JI、JM、JR）、「TWIトレーナー

実務必携」発行
1976（昭和51） TWI資料　改訂版発行
1986（昭和61） 今井正明『KAIZEN』米

で出版
1996（平成8） James P. Womack & 

Daniel T. Jones『Lean 
Thinking』

●参考文献 厚生労働省職業能力開発局 監修「TWIトレーナー実務必携」一般社団法人雇用問題研究会　1973
 大塚　忠「ドイツから見た日本職業訓練制度史論：TWI監督者訓練法の与えた影響」『関西大学経済論集』2013
 佐々木　享「近代日本の職業教育・職業訓練の経験に関する研究の概観」『職業と技術の教育学』第17号　2006
 パトリック・グラウプ／ロバート・ロナ著　成沢俊子訳「TWI実践ワークブック」日刊工業新聞社　2013

●仕事の教え方　手引〔改訂版〕 ●改善の仕方　手引〔改訂版〕 ●人の扱い方　手引〔改訂版〕

●TWI活用の手引
　仕事の教え方
　〔改訂増補版〕

●TWI活用の手引
　改善の仕方
　〔改訂増補版〕

●TWI活用の手引
　人の扱い方
　〔改訂増補版〕

●TWI トレーナー実務必携
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図書等
出版物

archive
アーカイブ
から

●職業指導カラースライド　
監修 労働省／製作 雇用問題研究会
昭和32年～42年

カラースライド付属の使用要領の冊子。ス
ライドを投映しながら画面に合わせて教師が
解説するためのシナリオが掲載されている。

（左）「第Ⅰ輯 われらの職業」
（下左から）「第Ⅳ輯 私たちは就職する」「第
Ⅴ輯 個性と職業」「第Ⅵ輯 就職一年生」

●職業補導教材　公民
労働省職業安定局 編　昭和30年

●職業補導教材　物象
労働省職業安定局 編　昭和31年

●実技教科書 電気機器修理（右上）
労働省職業訓練局 編　昭和33年

●職業補導教材　塗装（下）
労働省職業安定局 編　昭和30年
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●職務分析手引　
労働省職業安定局 編　昭和26年

●改正職業安定法関係
　法規集

労働省職業安定局 編
昭和24年

●改正失業保険法解説
遠藤政夫　昭和24年

●産業奉仕とこれからの
　職業指導

近藤貞次　昭和23年

●失業保険　事業主・
　被保険者の手引

労働省失業保険課 編
昭和25年

●職業に関する十一章
新井　巖　昭和29年

●雇用対策法とその施
　策の展開

有馬元治　昭和43年

●全国高等学校便覧
　昭和48年版

監修 労働省職業安定局
昭和48年

●技能検定学科試験
　問題解説集　築炉

監修 中央技能検定協会
昭和50年

●学卒市場白書
　昭和51年度版

労働省職業安定局 編
昭和51年

●教育の聖者　ペスタ
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仕
事
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
…
、
そ
ん
な

思
い
が
だ
ん
だ
ん
強
く
な
っ
て
、
浚
渫
を
事

業
の
大
き
な
柱
と
し
て
い
る
小
島
組
に
入
っ

た
わ
け
で
す
。
高
専
時
代
の
同
級
生
で
浚
渫

の
仕
事
に
就
い
た
人
は
、
ほ
か
に
い
な
か
っ

た
と
記
憶
し
て
い
ま
す
。

―
―
実
際
に
仕
事
に
就
か
れ
て
、
自
分
の
抱

い
て
い
た
イ
メ
ー
ジ
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
の
よ
う

な
も
の
は
感
じ
ま
せ
ん
で
し
た
か
。

安
田　

最
初
に
思
っ
た
の
は
、
学
校
で
勉
強

し
た
こ
と
と
は
ほ
と
ん
ど
関
係
が
な
い
と
い

う
こ
と
で
し
た
。
そ
れ
は
驚
き
と
と
も
に
、

あ
る
意
味
新
鮮
で
し
た
ね
。
は
じ
め
て
の

仕
事
は
河
川
の
浚
渫
で
、
最
初
に
浚
渫
船
に

乗
っ
た
と
き
は
と
て
も
緊
張
し
ま
し
た
。
ま

た
仕
事
に
は
学
生
時
代
に
は
感
じ
な
か
っ
た

大
き
な
責
任
が
あ
る
の
だ
な
と
思
い
ま
し
た

ね
。

河
床
や
海
底
の
土
砂
を
す
く
い
上
げ

治
水
や
流
通
の
円
滑
化
に
貢
献

―
―
「
浚
渫
」は
、
一
般
に
は
あ
ま
り
な
じ

み
が
な
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。
仕
事
の
内
容

に
つ
い
て
簡
単
に
ご
説
明
く
だ
さ
い
。

安
田　

浚
渫
を
ひ
と
言
で
い
う
と
浚
渫
船
を

使
っ
て
河
床
や
海
底
に
堆
積
し
た
土
砂
を

取
り
除
く
仕
事
で
す
。
浚
渫
船
に
は
種
類
に

よ
っ
て
、
土
砂
を
取
り
除
く
た
め
の
シ
ョ
ベ

ル
や
海
底
を
掘
る
掘
削
機
、
土
砂
を
吸
い
上

げ
る
ポ
ン
プ
な
ど
が
装
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

河
床
の
土
砂
を
取
り
除
く
主
な
目
的
は
治

水
対
策
で
す
。
河
床
を
掘
り
下
げ
て
水
位
を

低
く
し
、
洪
水
が
発
生
し
て
も
氾
濫
し
な
い

よ
う
に
安
全
に
下
流
に
流
す
よ
う
に
す
る
わ

け
で
す
。

　

海
底
の
土
砂
を
取
り
除
く
の
は
、
船
が
ス

ム
ー
ズ
に
航
行
で
き
る
よ
う
に
、
港
湾
の

安
全
を
確
保
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。
船
の
停
泊
地
や
岸
壁
の
整
備
と
維
持
管

理
も
広
い
意
味
で
浚
渫
と
い
え
る
で
し
ょ

う
。
海
で
行
う
浚
渫
を
ひ
と
言
で
い
え
ば
、

港
を
守
る
こ
と
で
物
流
の
円
滑
化
に
貢
献
す

る
仕
事
で
す
。
発
注
者
と
な
る
お
客
様
は
、

国
や
自
治
体
な
ど
河
川
や
港
湾
の
管
理
者
が

多
い
で
す
ね
。

―
―
ど
の
よ
う
に
仕
事
を
覚
え
て
い
く
の
で

す
か
。

安
田　

仕
事
は
先
輩
で
あ
る
現
場
監
督
か
ら

Ｏ
Ｊ
Ｔ
形
式
で
教
え
て
も
ら
う
の
で
す
が
、

独
り
立
ち
し
て
現
場
で
監
督
の
仕
事
が
で
き

る
よ
う
に
な
る
ま
で
、
３
～
４
年
ほ
ど
か
か

り
ま
す
ね
。

　

ま
た
専
門
性
の
高
い
仕
事
を
こ
な
す
に

は
、
土
木
施
工
管
理
技
士
な
ど
の
国
家
資
格

が
必
要
に
な
り
ま
す
。
土
木
施
工
管
理
技
士

の
資
格
は
１
級
と
２
級
に
分
か
れ
、
１
級
の

資
格
を
持
っ
て
い
る
と
監
理
技
術
者
と
し

て
、
施
工
計
画
の
作
成
、
工
程
管
理
、
品
質

管
理
、
技
術
管
理
な
ど
の
職
務
を
担
う
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

４
０
０
０
万
円
以
上
の
仕
事
を
請
け
負
う

場
合
に
は
、
監
理
技
術
者
を
配
置
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
で
、
１
級
の
土
木
施
工
管
理

技
士
を
配
置
で
き
れ
ば
、
よ
り
大
き
な
金
額

の
仕
事
を
受
注
で
き
ま
す
。

―
―
独
り
立
ち
し
て
ご
自
分
が
現
場
監
督
と

な
っ
た
と
き
は
い
か
が
で
し
た
か
。

安
田　

自
分
の
ひ
と
言
ひ
と
言
で
船
が
動

き
、
作
業
が
行
わ
れ
る
わ
け
で
す
。
そ
れ
だ

け
に
そ
れ
ま
で
と
は
全
く
違
う
責
任
の
重

さ
を
痛
感
し
ま
し
た
し
、
大
き
な
プ
レ
ッ

「
海
の
土
木
」
の
壮
大
さ
に
惹
か
れ
て

浚
渫
の
仕
事
へ

―
―
「
浚
渫
」と
い
う
仕
事
に
就
か
れ
る
ま

で
の
経
緯
を
教
え
て
い
た
だ
け
ま
す
か
。

安
田　

わ
た
し
は
高
専
時
代
に
、
環
境
都
市

工
学
科
で
社
会
基
盤
整
備
や
国
土
を
守
る
防

災
な
ど
を
学
ん
で
い
た
の
で
、
将
来
は
土
木

や
建
築
関
係
の
会
社
に
就
職
し
よ
う
か
な
と

考
え
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
も
漠
然
と
し
た
も

の
で
、正
直
な
と
こ
ろ
、将
来
に
つ
い
て
し
っ

か
り
と
し
た
目
標
を
持
っ
て
い
た
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

そ
ん
な
と
き
に
先
生
か
ら「
こ
ん
な
選
択

肢
も
あ
る
よ
」と
教
え
て
い
た
だ
い
た
の
が

「
海
の
土
木
」と
呼
ば
れ
る
浚
渫
と
い
う
仕
事

で
し
た
。
そ
こ
に
は
自
分
が
土
木
と
い
う
仕

事
に
抱
い
て
い
た
イ
メ
ー
ジ
と
は
全
く
違
う

世
界
が
あ
る
よ
う
に
思
っ
た
の
で
す
。
何
か

と
て
も
壮
大
な
感
じ
が
し
て
、
人
と
は
違
う

浚渫現場監督　安田　純さん

社会基盤の整備に
貢献する「浚

し ゅ ん せ つ

渫」への
情熱と誇り

やすだ・じゅん●1981年、岐阜県生まれ。岐阜工業高等
専門学校環境都市工学科卒業後、「海の土木」である浚渫
の仕事に魅力を感じ、株式会社小島組に入社。先輩社員
にOJT形式で仕事を学び、現場監督となる。現場監督と
して浚渫船に乗り、国内各地で河川や港湾の浚渫事業の
指揮をとっている。

安田さんは、河床や港湾の海底の土砂をすくい取って、社会基盤の整備に
貢献する浚渫の仕事に従事しています。お話からは一般にはあまりなじみ
がないながら、社会に欠くことができない仕事に対する情熱と誇りがうか
がえます。
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―
―
仕
事
で
心
が
け
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
は

ど
ん
な
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

安
田　

ま
ず
発
注
者
様
に
は
で
き
る
だ
け
早

く
レ
ス
ポ
ン
ス
を
す
る
と
い
う
こ
と
で
す

ね
。
相
手
か
ら
求
め
ら
れ
た
以
上
の
対
応
を

す
る
こ
と
が
、
信
頼
を
い
た
だ
く
こ
と
に
つ

な
が
る
か
ら
で
す
。
ま
た
自
分
が
采
配
す
る

以
上
、
チ
ー
ム
の
み
ん
な
が
気
持
ち
よ
く
仕

事
が
で
き
る
よ
う
に
心
が
け
て
い
ま
す
。

社
会
基
盤
づ
く
り
の
一
翼
を
担
っ
て
い
る

と
い
う
自
負

―
―｢

浚
渫｣

の
ど
ん
な
と
こ
ろ
に
や
り
が

い
を
感
じ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
。

安
田　

人
々
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う

に
す
る
た
め
の
、
社
会
基
盤
づ
く
り
の
一
翼

を
担
っ
て
い
る
ん
だ
と
い
う
大
き
な
自
負
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
仕
事
を
間
違
い
な
く
円
滑

に
進
め
る
た
め
に
は
、
発
注
者
や
同
じ
作
業

を
す
る
チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
そ
う
し
た

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
な
が
ら
、
一

体
感
を
醸
成
し
、
自
分
の
采
配
で
船
が
動
い

て
い
く
と
き
に
感
じ
る
高
揚
感
は
格
別
で

す
。
一
つ
の
現
場
が
終
わ
っ
た
あ
と
の
達
成

感
は
、
何
も
の
に
も
代
え
が
た
い
で
す
ね
。

　

と
く
に
元
請
の
仕
事
は
、
顧
客
か
ら
の
評

価
に
直
結
し
ま
す
。
高
い
評
価
を
得
た
と
き

は
や
は
り
う
れ
し
い
で
す
ね
。

―
―
仕
事
の
厳
し
さ
は
ど
ん
な
と
こ
ろ
に
あ

り
ま
す
か
。

安
田　

も
ち
ろ
ん
仕
事
を
進
め
る
た
め
に
は

大
き
な
責
任
が
伴
い
ま
す
。
し
か
し
、
い
ま

は
そ
れ
を
重
圧
で
は
な
く
、
ほ
ど
よ
い
緊
張

感
と
と
ら
え
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　

浚
渫
の
仕
事
で
ど
う
し
て
も
避
け
る
こ
と

が
で
き
な
い
の
は
、
気
象
な
ど
の
自
然
条
件

に
か
か
わ
る
制
約
で
す
。
止
む
を
得
な
い
こ

と
で
は
あ
り
ま
す
が
、
気
象
に
よ
っ
て
や
り

た
い
こ
と
が
で
き
な
い
、
と
い
う
も
ど
か
し

さ
を
感
じ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
海

上
で
の
仕
事
は
、
波
が
高
く
な
れ
ば
中
断
せ

ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
ま
た
浚
渫
船
も
種
類
に

よ
っ
て
比
較
的
素
早
く
移
動
が
で
き
る
も
の

も
あ
れ
ば
、時
間
が
か
か
る
船
も
あ
り
ま
す
。

そ
う
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
こ
の
と
き
は
ど

ん
な
天
候
に
な
る
か
、
あ
る
い
は
気
象
は
ど

う
変
化
す
る
か
に
は
十
分
な
注
意
を
払
い
、

仕
事
に
か
か
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

さ
ら
に
港
湾
に
よ
っ
て
、
波
が
高
く
な
り

や
す
か
っ
た
り
、
そ
れ
ほ
ど
で
も
な
か
っ
た

り
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
特
色
が
あ
り
ま
す
。
そ

う
し
た
港
湾
の
特
性
を
把
握
し
て
お
く
こ
と

も
大
切
で
す
。

―
―
浚
渫
の
仕
事
に
つ
い
て
、
若
い
人
た
ち

へ
伝
え
た
い
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

安
田　

浚
渫
は
、
自
分
の
考
え
を
し
っ
か
り

持
っ
て
い
れ
ば
、
先
頭
に
立
っ
て
や
れ
る
仕

事
だ
と
思
い
ま
す
。
自
分
で
や
り
方
を
工
夫

し
、
よ
り
確
か
な
方
向
性
を
つ
く
り
あ
げ
て

い
く
と
い
う
面
白
さ
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
わ

た
し
た
ち
の
業
界
も
Ｉ
Ｃ
Ｔ（
情
報
通
信
技

術
）の
重
要
性
が
叫
ば
れ
て
い
て
、
若
い
人

た
ち
の
力
が
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
き
て

い
ま
す
。

　

浚
渫
と
い
う
仕
事
に
は
社
会
基
盤
を
整
備

す
る
と
い
う
重
要
な
役
割
が
あ
り
、
社
会
に

と
っ
て
な
く
て
は
な
ら
な
い
仕
事
で
す
。
日

本
は
海
洋
国
家
で
あ
り
、
河
川
も
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
。
だ
か
ら
浚
渫
の
仕
事
は
尽
き
る

こ
と
が
な
い
の
で
す
。

I N T E R V I E W

しごとインタビュー
………………………連載

シ
ャ
ー
も
あ
り
ま
し
た
。
で
も
そ
の
仕
事
を

終
え
た
あ
と
に
は
、
確
か
な
自
信
が
生
ま
れ

た
と
思
い
ま
す
。

―
―
浚
渫
船
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
が
あ
る

よ
う
で
す
ね
。

安
田　

え
え
。
主
に
河
川
や
水
路
な
ど
の
浚

渫
に
使
わ
れ
る
の
が
バ
ッ
ク
ホ
ウ
浚
渫
船

で
す
。
わ
た
し
が
初
め
て
乗
っ
た
の
が
こ
の

バ
ッ
ク
ホ
ウ
浚
渫
船
で
し
た
。
ま
た
二
枚
貝

の
よ
う
に
開
閉
し
て
土
砂
を
す
く
い
上
げ
る

グ
ラ
ブ
バ
ケ
ッ
ト
を
持
っ
た
グ
ラ
ブ
浚
渫
船

も
あ
り
ま
す
。
当
社
に
は
世
界
最
大
の
グ
ラ

ブ
バ
ケ
ッ
ト
容
量
を
持
つ
グ
ラ
ブ
浚
渫
船

「
五ご

し
ょ
う祥

」が
あ
り
ま
す
。

　

そ
れ
に
加
え
て
当
社
は
所
有
し
て
い
ま
せ

ん
が
、
浚
渫
地
と
埋
立
地
を
パ
イ
プ
ラ
イ
ン

で
結
ぶ
ポ
ン
プ
浚
渫
船
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ

は
カ
ッ
タ
ー
で
海
底
を
掘
削
し
、
そ
の
土
砂

を
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
に
流
し
て
埋
立
地
に
運
ぶ

と
い
う
も
の
で
す
。
わ
た
し
は
バ
ッ
ク
ホ
ウ

浚
渫
船
と
グ
ラ
ブ
浚
渫
船
の
現
場
監
督
の
経

験
が
あ
り
ま
す
。

―
―
そ
れ
ぞ
れ
の
浚
渫
船
に
よ
っ
て
、
仕
事

を
遂
行
す
る
う
え
で
の
ポ
イ
ン
ト
に
違
い
は

あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

安
田　

ど
の
浚
渫
船
に
も
共
通
し
て
い
る
の

は
、
あ
ま
り
深
く
な
ら
な
い
よ
う
に
き
れ
い

に
掘
っ
て
土
砂
を
す
く
い
取
る
と
い
う
点
で

す
。
し
か
し
、
船
の
種
類
に
よ
っ
て
仕
組
み

が
違
い
ま
す
し
、
当
然
仕
事
の
ポ
イ
ン
ト
も

違
っ
て
き
ま
す
。

　

例
え
ば
浅
瀬
で
作
業
を
す
る
こ
と
が
多
い

バ
ッ
ク
ホ
ウ
浚
渫
船
は
座
礁
し
な
い
よ
う
に

十
分
注
意
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
し
、
グ
ラ

ブ
浚
渫
船
の
場
合
は
安
全
の
た
め
に
、
波
に

気
を
つ
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

▲�浚渫作業

http://www.koyoerc.or.jp/sigoto.html （雇用問題研究会ホームページ）

「しごとインタビュー」のバックナンバーがウェブサイトで読めます。　　

▲�小島組特注世界最大のグラブ浚渫船「五祥」　

◀船上での測量作業
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ま
し
た
。
こ
の
取
り
組
み
を
強
力
に
推
し

進
め
る
た
め
、
各
部
門
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス

ト
を
集
め
、
２
０
０
２
年
に
16
名
体
制
で

人
材
開
発
室
を
新
た
に
設
け
、
一
定
の
成

果
を
収
め
ま
し
た
。

し
か
し
次
第
に
、
人
材
重
視
の
目
玉
と

さ
れ
た
女
性
や
若
手
の
間
か
ら
、
新
・
人
材

開
発
シ
ス
テ
ム
に
対
す
る
不
安
が
広
が
り

ま
し
た
。
ま
た
中
堅
層
に
お
い
て
も
意
識

変
革
が
進
ま
ず
、
環
境
へ
の
変
化
に
対
応

で
き
な
い
と
い
う
壁
も
あ
り
ま
し
た
。
そ

の
結
果
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
低
下
や
退

職
者
の
発
生
と
い
う
事
態
も
招
き
ま
し
た
。

こ
れ
に
つ
い
て
人
事
部
人
材
開
発
室
調

査
役
の
加
藤
陽
介
さ
ん
は「
良
か
れ
と
思
っ

て
実
施
し
た
能
力
開
発
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
し

た
が
、
組
織
の
立
場
か
ら
見
た『
彼
ら
は
こ

う
し
た
い
は
ず
』と
い
う
先
入
観
が
先
に
立

ち
、
従
業
員
一
人
ひ
と
り
に
焦
点
を
当
て

た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
」と
語
っ

て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
反
省
を
踏
ま
え
、２
０
０
４
年
、

改
め
て
キ
ャ
リ
ア
開
発
支
援
の
拡
充
が
図
ら

れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
掲
げ
ら
れ
た
の
が「
従

業
員
の
自
主
性
を
重
ん
じ
た
キ
ャ
リ
ア
開

発
支
援
の
強
化
」と「
従
業
員
の『
本
気
』に

対
し
、『
本
気
』で
応
え
る
人
事
体
制
を
目

指
す
」と
い
う
二
つ
の
大
き
な
方
針
で
す
。

こ
の
方
針
の
下
で
、人
事
部
と「
正
社
員
・

パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
を
問
わ
ず
、
個
々

の
従
業
員
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
機

会
が
数
多
く
設
定
」さ
れ
ま
し
た
。
例
え
ば

従
業
員
か
ら
の
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
を
受
け

る
た
め
、
銀
行
内
外
に
五
つ
の
相
談
窓
口

を
設
置
し
て
い
ま
す
。

ま
た
Ｃ
Ｄ
Ｐ（
キ
ャ
リ
ア
開
発
プ
ロ
グ
ラ

ム
）
面
談
は
、
半
年
に
１
回
全
営
業
店
舗
・

本
部
部
署
を
対
象
に
行
わ
れ
る
ほ
か
、
内

定
者
全
員
に
も
実
施
さ
れ
ま
す
。

「
特
に
若
手
は
自
己
分
析
が
必
ず
し
も
十

分
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
自
ら
を
掘
り

起
こ
し
て
、
自
分
の
強
み
に
気
づ
き
、
こ

れ
か
ら
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
役
立
て
て
ほ

し
い
」（
加
藤
調
査
役
）。
こ
の
ほ
か
、
入
行

時
を
含
め
、
キ
ャ
リ
ア
形
成
の
そ
れ
ぞ
れ

の
節
目
に
対
応
し
た
キ
ャ
リ
ア
開
発
研
修

も
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

自
己
啓
発
の
た
め
の
支
援
に
も
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
自
己
啓
発
資
格

取
得
奨
励
金
制
度
の
ほ
か
、
さ
ま
ざ
ま
な

分
野
の
通
信
講
座
の
提
供
、
業
務
知
識
の

習
得
や
資
格
試
験
対
策
な
ど
を
目
的
と
す

る
Ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
シ
ス
テ
ム
も
導
入
さ

れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
同
行
の
キ
ャ
リ
ア
開
発
支
援
体

制
の
特
色
の
一
つ
が
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働

者
を
対
象
と
し
た
制
度
が
整
備
さ
れ
て
い

る
こ
と
で
す
。
正
社
員
へ
の
転
換
も
制
度
化

さ
れ
て
お
り
、
Ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
講
座
は
、

パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
も
受
講
で
き
ま
す
。

こ
う
し
た
取
り
組
み
の
結
果
、
従
業
員

の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
ア
ッ
プ
し
、
主
体

的
な
キ
ャ
リ
ア
形
成
意
識
が
生
ま
れ
て
き

ま
し
た
。
銀
行
業
務
検
定
試
験
の
合
格
者

や
資
格
取
得
者
も
大
幅
に
増
え
、
パ
ー
ト

タ
イ
ム
労
働
者
に
は
働
く
意
欲
の
向
上
が

見
ら
れ
、
勤
続
年
数
も
長
く
な
る
と
い
う

効
果
も
現
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
実
績
を
踏
ま
え
て
、
加
藤
調

査
役
は「
わ
れ
わ
れ
に
は
こ
れ
ま
で
の
取

り
組
み
の
な
か
で
、
人
材
開
発
の
ノ
ウ
ハ

ウ
が
蓄
積
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
新
人

か
ら
そ
の
後
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
ま
で
、

専
門
性
の
高
い
社
員
が
し
っ
か
り
サ
ポ
ー

ト
す
る
体
制
が
構
築
さ
れ
て
い
ま
す
」と

語
っ
て
い
ま
す
。

本
人
が
選
ぶ

新
入
行
員
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム

千
葉
興
業
銀
行
は
、
千
葉
県
千
葉
市
に

本
店
を
置
く
地
方
銀
行
で
、
金
融
面
か
ら

地
域
経
済
の
活
性
化
を
担
っ
て
い
ま
す
。

同
行
は
、
能
力
開
発
支
援
に
大
き
な

力
を
注
い
で
い
る
こ
と
で
も
注
目
さ
れ
、

「
グ
ッ
ド
キ
ャ
リ
ア
ア
ワ
ー
ド
２
０
１
７
」

に
お
い
て
、
地
方
銀
行
と
し
て
初
の「
大
賞

（
厚
生
労
働
大
臣
表
彰
）」を
受
け
ま
し
た
。

千
葉
興
業
銀
行
で
は
、
人
材
の
募
集
活

動
を
行
う
際
、
さ
ま
ざ
ま
な
企
業
説
明
会

に
参
加
し
て
学
生
と
コ
ン
タ
ク
ト
を
と
っ

て
い
ま
す
。
採
用
選
考
へ
の
応
募
は
、
企

業
説
明
会
へ
の
参
加
が
条
件
と
な
り
ま
す
。

同
行
の
新
入
行
員
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

特
色
の
一
つ
が
、
採
用
時
に
本
人
が「
総
合

渉
外
コ
ー
ス
」と「
個
人
渉
外
コ
ー
ス
」の

ど
ち
ら
か
を
選
択
す
る
こ
と
で
す
。
同
行

で
は
、
男
女
の
別
な
く
活
躍
で
き
る
よ
う

に
と
、
総
合
職
と
一
般
職
の
区
別
を
設
け

て
い
ま
せ
ん
。
新
入
行
員
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
コ
ー
ス
で
専
門
的
な
知
識
や
ス
キ
ル
を

身
に
つ
け
、
そ
の
後
の
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ

を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

従
業
員
の「
本
気
」に

応
え
る
た
め
に

千
葉
興
業
銀
行
は
財
政
基
盤
安
定
化
の

た
め
に
、
２
０
０
０
年
に
公
的
資
金
の
注

入
を
受
け
、
店
舗
の
縮
小
と
人
員
の
削
減

を
図
り
ま
し
た
。
そ
う
し
た
背
景
の
下
、

再
生
へ
の
道
を
模
索
し
、
た
ど
り
着
い
た

の
が「
人
材
重
視
の
経
営
」で
し
た
。
な
か

で
も「
女
性
・
若
手
の
登
用
」と「
専
門
性
の

高
い
人
材
の
育
成
」は
、
キ
ャ
リ
ア
開
発
支

援
に
お
け
る
中
心
的
な
取
り
組
み
と
な
り

わ が 社 の 人 材 開 発

わが社の人材開発 ・・
・・

・・・・・・・

連載

・・
・・

・・・・・・・株式会社千葉興業銀行 本社所在地●千葉県千葉市
事 業 内 容●�預金業務、貸出業務、商品有価証券売買業務、有価証

券投資業務、内国為替業務、外国為替業務、社債等の
受託業務、附帯業務

従 業 員 数●約1,400名（ほかにパートタイム労働者約900名）

人材開発室を設置し、
キャリア開発支援を強化
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さ
れ
て
お
り
、
予
算
等
の
資
源
を
与
え
ら
れ

て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
っ
た
。
教
室
の

セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
や
キ
ャ
ン
パ
ス
の
環
境
は
お

ろ
か
、
キ
ャ
ン
パ
ス
へ
向
か
う
ア
プ
ロ
ー
チ

の
通
路
か
ら
計
算
さ
れ
た
演
出
が
な
さ
れ
て

い
る
例
す
ら
あ
る
。

企
業
内
人
材
育
成
に
目
を
転
じ
る
と
、
い

わ
ゆ
る「
大
手
企
業
」「
歴
史
の
あ
る
人
事
部
」

に
は
こ
う
し
た
周
辺
環
境
に
関
す
る
総
合
的

な
ノ
ウ
ハ
ウ
や
イ
ン
フ
ラ
に
厚
み
が
あ
る
こ

と
が
多
い
。
一
方
で
、
当
事
者
の
人
事
担
当

者
の
皆
様
が
、
意
外
に
そ
の
こ
と（
恵
ま
れ

た
諸
環
境
が
あ
る
こ
と
）
に
気
が
付
い
て
い

な
い
例
も
少
な
く
な
い
。
思
い
当
た
る
方
は

ぜ
ひ
見
直
し
て
い
た
だ
く
と
同
時
に
、
そ
れ

ら
が
時
代
に
合
わ
せ
た
内
容
に
な
っ
て
い
る

か
確
認
し
て
ほ
し
い
。

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
や
予
算
が
潤
沢
で

な
い
企
業
で
は
、
教
育
の「
周
辺
環
境
」
ま

で
贅
沢
に
揃
え
る
余
裕
は
な
い
か
も
し
れ
な

い
。
し
か
し
、
悲
観
す
る
必
要
は
な
い
。
お

金
を
か
け
ず
と
も
、
受
講
生
や
講
師
を「
そ

の
気
」
に
さ
せ
、
教
育
効
果
を
上
げ
る
工
夫

が
で
き
る
余
地
は
往
々
に
し
て
あ
る
。

ポ
イ
ン
ト
は「
教
育
目
的
に
照
ら
し
て
の

一
貫
性
・
整
合
性
」を
起
点
と
し
て「
も
て
な

し
の
心
と
技
術
」を
発
揮
す
る
こ
と
で
あ
る
。

教
育
の
提
供
側
と
し
て
、「
も
て
な
し
の

心
と
技
術
」を
学
ぶ
た
め
に
は
ど
う
す
る
か
。

一
流
と
さ
れ
る
教
育
機
関
に
、
自
ら
受
講
者

側
と
し
て
参
加
す
る
の
は
も
ち
ろ
ん
効
果
的

な
方
法
だ
。加
え
て
、少
し
教
育
か
ら
フ
ィ
ー

ル
ド
を
広
げ
、
異
な
る
視
角
か
ら
考
え
る
こ

と
も
お
す
す
め
し
た
い
。
キ
ー
ワ
ー
ド
は
、

「
対
人
サ
ー
ビ
ス
」「
ラ
イ
ブ（
リ
ア
ル
タ
イ

ム
）」「
エ
ク
ス
ペ
リ
エ
ン
ス（
経
験
）」「
エ

ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
」「
精
神
性
」
な
ど
だ
。

古
い
お
寺
は
ど
の
よ
う
に
参
拝
客
を
導
い
て

い
る
の
か
。
伝
統
あ
る
劇
団
は
ど
の
よ
う
に

観
客
を
乗
せ
て
い
く
の
か
。
人
気
娯
楽
施
設

は
ど
の
よ
う
に
顧
客
体
験
を
盛
り
上
げ
て
い

る
か
。
こ
う
し
た
こ
と
を
体
験
し
、
観
察
す

る
こ
と
か
ら
研
修
運
営
、
環
境
整
備
の
ヒ
ン

ト
が
見
え
て
く
る
。
ま
た
、
能
楽
の
開
祖
、

世
阿
弥
の
記
し
た『
風
姿
花
伝
』
な
ど
、
人

の
心
を
動
か
す
芸
術
家
が
ま
と
め
た
書
籍
な

ど
も
研
修
運
営
を
考
え
る
上
で
ヒ
ン
ト
に
な

る
こ
と
が
多
い
。

筆
者
自
身
も
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
学
び
、

具
体
的
に
実
践
し
て
い
る
こ
と
は
い
く
つ

か
あ
る
。「
参
加
者
に
対
し
て
、
自
分
た
ち

が
尊
重
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
ら
れ
る
小
さ

な
サ
プ
ラ
イ
ズ
を
仕
掛
け
る
」「
照
明
や
音

量
を
適
宜
意
図
的
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
」

「
受
講
生
に
意
味
を
説
明
で
き
る
Ｂ
Ｇ
Ｍ
を

選
ぶ
」
と
い
っ
た
工
夫
だ
。
そ
し
て
、
こ
れ

ら
は
必
ず
し
も
多
額
の
費
用
を
必
要
と
し
な

い
。教

育
研
修
に
お
け
る
周
辺
環
境
の
工
夫
を

通
じ
て
、「
良
い
教
育
の
場
を
実
現
し
よ
う
」

と
い
う
事
務
局
の
熱
意
が
、
受
講
生
や
講
師

に
伝
わ
っ
て
い
く
。
こ
の
こ
と
が
、
参
加
者

皆
の
心
理
状
態
を
良
い
も
の
と
し
、
本
来
の

目
的
で
あ
る
教
育
効
果
の
発
揮
を
強
力
に
後

押
し
す
る
は
ず
だ
。

人
材
育
成
に
あ
る
程
度
深
く
関
わ
る
人

は
、
教
育
が
行
わ
れ
る
場
は
さ
ま
ざ
ま
な
要

素
の
集
合
体
と
し
て
成
り
立
っ
て
い
る
こ
と

に
お
気
づ
き
だ
ろ
う
。
当
然
な
が
ら
、
教
育

の
中
心
は
、
中
身（
コ
ン
テ
ン
ツ
）、
講
師
、

教
育
の
手
法
、
受
講
生
な
ど
だ
。
こ
れ
ら
を

効
果
的
に
す
る
た
め
の
努
力
が
最
重
要
な
こ

と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
し
か
し
、
会
場
・

食
事
・
Ｂ
Ｇ
Ｍ
・
周
囲
の
環
境
、
ひ
い
て
は
、

ノ
ベ
ル
テ
ィ
グ
ッ
ズ
に
至
る
ま
で
、
実
に
多

様
な
周
辺
的
要
素
も
ま
た「
教
育
」
に
少
な

か
ら
ぬ
影
響
を
及
ぼ
す
。
特
に
中
心
と
な
る

要
素
が
あ
る
程
度
の
水
準
に
達
し
た
後
に

は
、周
辺
要
素
が
差
を
分
け
る
こ
と
も
多
い
。

今
回
は
こ
う
し
た
教
育
の
周
辺
要
素
に
焦

点
を
当
て
て
考
え
て
み
た
い
。

効
果
的
か
つ
受
講
者
か
ら
も
好
評
を
受
け

る
研
修
の
背
後
に
は
、
周
辺
環
境
を
含
め
て

ト
ー
タ
ル
で
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
し
て
い
る
事
務

局（
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
役
）
が
ほ
ぼ
必
ず

い
る
も
の
だ
。
一
般
的
に
は
光
が
当
た
り
に

く
い
役
割
か
も
し
れ
な
い
が
、
良
い
教
育
を

実
現
す
る
た
め
に
は
、
周
辺
へ
の
目
配
り
は

と
て
も
重
要
な
仕
事
で
あ
る
。

教
育
に
特
化
し
た
機
関（
例
：
学
校
）で
は
、

こ
う
し
た
周
辺
要
素
の
重
要
性
が
理
解
さ
れ

て
い
る
例
が
多
い
。
筆
者
は
、
日
米
双
方
の

ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
を
経
験
し
た
が
、
こ
う

し
た
ノ
ウ
ハ
ウ
や
環
境
整
備
に
お
い
て
は
欧

米
の
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
に
は
一
日
の
長
が

あ
る
こ
と
を
実
感
し
た
。
教
員
と
は
別
に
、

各
種
の
教
育
環
境
を
整
え
る
専
門
家
が
雇
用

企業研修の現場から連載

名藤大樹
三菱 UFJリサーチ＆コンサルティング
プリンシパル

複眼で考える「人材育成」
⑵ 教育研修の「周辺要素」に気を配ることで
　 本来の狙いを最大化しよう

vol.9-2
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体
等
と
の
協
働
・
連
携
に
よ
る
取
り
組
み
を

進
め
て
い
る
。
ま
た
、
技
能
継
承
や
職
業
能

力
の
向
上
を
め
ざ
し
て「
人
材
育
成
プ
ラ
ザ
」

を
併
設
、
教
室
・
実
習
場
等
施
設
設
備
の
貸

し
出
し
も
行
っ
て
い
る
。

「
城
東
地
域
は
、
こ
の
地
域
で
生
ま
れ
育

ち
、
そ
し
て
就
職
し
た
い
と
い
う
方
が
多
い

の
で
、
ぜ
ひ
と
も
そ
の
願
い
を
か
な
え
る
べ

く
、
常
に
産
業
界
の
最
新
の
ニ
ー
ズ
に
目

を
配
り
な
が
ら
職
業
訓
練
を
実
施
し
て
い
ま

す
」（
百
野
課
長
）

新
た
な
取
り
組
み“
ジ
ョ
ブ
セ
レ
ク
ト
科
”

同
セ
ン
タ
ー
で
は
、
職
業
訓
練
に
お
け
る

新
た
な
取
り
組
み
と
し
て“
ジ
ョ
ブ
セ
レ
ク

ト
科
”
を
開
設
し
た
。「
今
ま
で
働
い
た
こ

と
が
な
い
方
」「
就
業
経
験
が
浅
い
方
」「
自

分
が
や
っ
て
み
た
い
こ
と
を
探
し
て
い
る

方
」
向
け
の
訓
練
で
、
期
間
は
２
カ
月
。
製

造
業
・
施
工
業
の
代
表
的
な
基
本
作
業
を
通

じ
、
働
く
た
め
に
必
要
な
知
識
と
、
社
会
人

に
必
要
な
知
識
を
学
習
す
る
。

最
初
の
１
カ
月
は
、
機
械
・
建
築
・
電
気
・

設
備
・
塗
装
・
介
護
な
ど
の
実
習
が
主
体
、

２
カ
月
目
は
社
会
人
マ
ナ
ー
・
文
書
作
成
・

パ
ソ
コ
ン
基
礎
を
中
心
と
し
た
内
容
で
あ

る
。「

訓
練
修
了
後
、
唯
一
、
連
続
入
校
が
で

き
る
科
目
で
す
。
希
望
者
は
、
さ
ら
に
東
京

都
で
実
施
す
る
訓
練
に
応
募
す
る
こ
と
が
可

能
で
す
。
ま
た
、
当
セ
ン
タ
ー
の
一
部
の
科

目
で
は
、
ジ
ョ
ブ
セ
レ
ク
ト
科
修
了
後
１
年

以
内
は
、
入
校
選
考
で
学
科
試
験
が
免
除
と

な
り
ま
す
」（
百
野
課
長
）

取
得
で
き
る
資
格
は
、
１
年
訓
練
は
課
程

修
了（
技
能
照
査
試
験
合
格
）
に
よ
り
、
技

能
士
補
が
与
え
ら
れ
、
い
く
つ
か
の
科
で
２

級
技
能
検
定
試
験
の
学
科
試
験
が
免
除
と
な

る
。
そ
の
他
、
第
二
種
電
気
工
事
士
や
ガ
ス

溶
接
技
能
講
習
修
了
証
、
介
護
職
員
初
任
者

研
修
修
了
証
明
書
と
い
っ
た
資
格
取
得
が
可

能
で
あ
る
。

修
了
生
の
声

最
初
に「
ジ
ョ
ブ
セ
レ
ク
ト
科
」
に
入
校
、

後
に「
建
築
設
備
施
工
科
」
に
連
続
入
校
し

て
学
び
、
現
在
は
株
式
会
社
平
井
設
備
に
勤

務
す
る
間

は
ざ
ま

仁ひ
と
し志

氏
は
、「
私
は
、
空
調
工
事

の
仕
事
を
辞
め
て
、
半
年
ほ
ど
ア
ル
バ
イ
ト

で
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
ま
ま
で
は
ま

ず
い
と
思
い
、
家
か
ら
近
く
、
費
用
も
安
く
、

半
年
で
職
に
就
け
る
と
の
こ
と
で
、
こ
こ
を

選
び
ま
し
た
。
ジ
ョ
ブ
セ
レ
ク
ト
科
で
様
々

な
科
目
を
体
験
し
た
結
果
、
や
は
り
空
調
関

係
の
勉
強
を
し
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
、

続
け
て
建
築
設
備
施
工
科
を
選
び
ま
し
た
。

ゼ
ロ
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
の
人
が
多
い
で
す

が
、
就
職
す
る
と
い
う
ゴ
ー
ル
が
一
緒
な
の

で
、
助
け
合
い
な
が
ら
訓
練
が
で
き
る
と
思

い
ま
す
。
就
職
支
援
体
制
も
非
常
に
充
実
し

て
い
て
、
先
生
も
親
身
に
ア
ド
バ
イ
ス
し
て

く
れ
ま
す
の
で
、
難
し
く
考
え
ず
に
、
と
り

あ
え
ず
や
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
」と
語
っ
た
。

旧
亀
戸
技
術
専
門
校
と

旧
足
立
技
術
専
門
校
が
統
合

東
京
都
立
城
東
職
業
能
力
開
発
セ
ン
タ
ー

は
、
都
内
城
東
地
域（
台
東
区
、
墨
田
区
、

江
東
区
、
荒
川
区
、
足
立
区
、
葛
飾
区
、
江

戸
川
区
）
の
人
材
確
保
・
育
成
の
拠
点
と
し

て
、
公
共
職
業
訓
練
と
企
業
支
援
を
体
系
的

に
実
施
し
て
い
る
。

も
と
は
い
ず
れ
も
60
年
以
上
の
歴
史
が
あ

る
旧
亀
戸
技
術
専
門
校
と
旧
足
立
技
術
専
門

校
で
、
平
成
27
年
４
月
に
統
合
し
て
開
設
さ

れ
た
。
Ｊ
Ｒ
常
磐
線
・
東
京
メ
ト
ロ
千
代
田

線
綾
瀬
駅
か
ら
徒
歩
８
分
の
場
所
に
あ
る
。

セ
ン
タ
ー
が
目
指
す
も
の

同
セ
ン
タ
ー
の
理
念
に
つ
い
て
訓
練
課
長

の
百も

も
の野

衛え
い
た太

氏
は「
公
共
職
業
訓
練
に
つ
い

て
は
、
も
の
づ
く
り
人
材
を
育
成
す
る“
プ

レ
ー
ヤ
ー
”。
企
業
支
援
に
つ
い
て
は
、
地

域
の
人
材
力
を
高
め
る“
推
進
役
”
と
し
て

教
育
・
訓
練
を
行
っ
て
い
ま
す
」と
語
る
。

公
共
職
業
訓
練
と
し
て
は
、
求
職
者
、
離

転
職
者
向
け
に
、
も
の
づ
く
り
及
び
施
設
設

備
系
中
心
の
科
目
で
、業
界
が
求
め
る
技
術
・

技
能
の
革
新
に
対
応
し
た
訓
練
を
実
施
し
、

求
職
者
の
就
職
を
目
指
す
。
ま
た
在
職
者
の

た
め
の
短
期
的
な
能
力
向
上
訓
練
も
行
っ
て

い
る
。

企
業
支
援
と
し
て
は
、
地
域
に
お
け
る
中

小
企
業
等
の
人
材
育
成
・
確
保
に
関
す
る
相

談
・
情
報
提
供
と
と
も
に
、
企
業
・
業
界
団

連載

東京都立城東職業能力開発センター

公共職業訓練と企業支援を
体系的に実施

職 業 能 力 開 発 の 現 場 か ら

設置・運営●東京都
所 在 地●東京都足立区綾瀬５－６－１
訓 練 課 程●�能力開発訓練：木工技術・電気工事・若年者就業支援

（塗装コース）・アパレルパタンナー・実務作業・溶接・住
宅内外装仕上・建築設備施工・電気設備管理・介護
福祉用具・ビル管理・エンジニア基礎養成・ジョブ
セレクト

訓 練 期 間●�２カ月〜１年
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連
携
、
国
際
交
流
な
ど
を
所
管
す
る「
連
携

教
育
推
進
課
」、
職
業
教
育
、
就
職
指
導
、

進
学
支
援
を
所
管
す
る「
就
職
支
援
課
」、

そ
し
て
、
資
格
取
得
支
援
や
社
会
人
向
け
教

養
講
座
な
ど
を
所
管
す
る「
生
涯
学
修
支
援

課
」の
三
つ
の
課
が
中
心
に
な
っ
て
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
開
発
し
て
い
る
。

本
学
に
は
地
域
連
携
活
動
や
学
園
連
携
活

動
な
ど
、
他
大
学
に
な
い
独
自
の
課
外
活
動

プ
ロ
グ
ラ
ム
が
用
意
さ
れ
て
お
り
、
産
学
連

携
も
含
め
た
地
域
連
携
活
動
で
は
、
北
海
道

か
ら
福
岡
県
ま
で
全
国
各
地
へ
学
生
が
出
向

き
、
農
業
体
験
や
伝
統
文
化
体
験
、
女
性
の

働
き
方
研
究
な
ど
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

る
。
ま
た
、
学
園
連
携
活
動
で
は
、
幼
稚
部

か
ら
大
学
ま
で
が
ひ
と
つ
の
キ
ャ
ン
パ
ス
に

設
置
さ
れ
て
い
る
利
点
を
活
用
し
て
、
国
際

教
育
や
日
本
伝
統
文
化
教
育
、
食
育
・
健
康

教
育
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
な
ど
を
、
学
園
全
体
で

連
携
し
な
が
ら
実
施
し
て
い
る
。

２　
「
地
域
と
交
流
す
る
場
」
と「
支
援

を
受
け
る
場
」を
一
元
化

セ
ン
タ
ー
の
あ
る
場
所
は
、
も
と
も
と
は

学
生
食
堂
や
喫
茶
室
、
ホ
ー
ル
な
ど
が
設
け

ら
れ
て
い
た
建
物
で
、
こ
こ
は
学
生
と
地
域

の
人
々
が
と
も
に
考
え
、
発
想
し
、
夢
に
向

か
っ
て
行
動
す
る
た
め
の
ス
ペ
ー
ス
、
い
わ

ゆ
る
ラ
ー
ニ
ン
グ
コ
モ
ン
ズ
と
し
て
生
ま
れ

変
わ
っ
て
い
る
。
電
子
黒
板
や
貸
し
出
し
用

Ｐ
Ｃ
、
可
動
式
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
、
Ｗ
ｉ
ｆ

ｉ
環
境
の
整
備
な
ど
を
行
う
と
と
も
に
、
社

会
の
様
々
な
場
面
で
活
躍
し
て
い
る「
働
く

オ
ト
ナ
」を
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
等
と
し
て
お
迎

え
し
、
さ
ら
に
こ
れ
ら
の
活
動
を
支
援
す
る

各
部
署
を
建
物
の
一
階
に
設
置
し
た
。

「
地
域
の
人
々
と
交
流
す
る
場
」と「
支
援

を
受
け
る
場
」を
一
元
化
す
る
こ
と
で
、
効

果
的
か
つ
効
率
的
に
地
域
と
の
連
携
活
動
を

推
進
す
る
こ
と
が
で
き
、
さ
ら
に
、
飲
食
が

可
能
な
ス
ペ
ー
ス
に
ラ
ー
ニ
ン
グ
コ
モ
ン
ズ

機
能
を
整
備
し
た
こ
と
で
、
地
域
の
人
々
が

集
い
や
す
く
、
自
由
に
語
り
合
え
る
雰
囲
気

が
作
ら
れ
る
た
め
、
学
生
に
と
っ
て
も
主
体

的
に
学
修
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
。

ま
た
、
地
域
の
人
々
か
ら
の
要
望
も
取
り

入
れ
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
設
備
と

し
て
車
椅
子
の
方
に
も
対
応
で
き
る
テ
ー
ブ

ル
な
ど
を
設
置
し
た
。

３　

今
後
も
地
域
と
つ
な
が
り
続
け
る

全
て
の
卒
業
生
に
と
っ
て
、
本
学
で
積
み

重
ね
た
経
験
と
身
に
つ
け
た
知
識
が
、
就
職

活
動
時
だ
け
で
な
く
、
卒
業
後
何
年
経
過
し

て
も
前
を
向
い
て
生
き
て
い
く
た
め
の
拠
り

所
で
あ
り
続
け
る
と
と
も
に
、
本
学
が「
地

域
と
つ
な
が
り
、
地
域
で
学
ぶ
、
生
涯
学
び

続
け
る
こ
と
の
で
き
る
大
学
へ
」と
さ
ら
に

進
化
す
る
た
め
、
様
々
な
学
び
の
場
を
こ
れ

か
ら
も
提
供
し
続
け
た
い
。

　１　

夢
を
か
な
え
る
セ
ン
タ
ー

本
学
で
は
、
学
生
の
主
体
的
な
学
び
へ
の

支
援
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

２
０
１
８
年
３
月
に「
夢
を
か
な
え
る
セ
ン

タ
ー
」を
新
設
し
た
。

１
９
０
０
年
に
設
立
さ
れ
た
日
本
女
学
校

に
始
ま
り
、
今
年
で
創
立
１
１
８
年
を
迎
え

る
本
学
は
、
１
９
６
５
年
か
ら
相
模
原
市
と

と
も
に
市
民
大
学
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
設
す

る
な
ど
、
長
き
に
わ
た
っ
て
地
域
社
会
と
の

連
携
事
業
に
力
を
入
れ
て
き
た
が
、
今
後
さ

ら
に
地
域
連
携
の
取
り
組
み
を
充
実
さ
せ
る

と
と
も
に
、
そ
れ
ら
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
就
職

活
動
支
援
に
も
関
連
付
け
た
取
り
組
み
と
し

て
発
展
さ
せ
る
。

近
年
、「
見
つ
め
る
人
に
な
る
。
見
つ
け

る
人
に
な
る
。」と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲

げ
、
学
生
の
発
想
力
の
育
成
に
力
を
入
れ
て

き
た
が
、
そ
の
学
び
を
将
来
の
夢
に
つ
な
げ

る
た
め
の
支
援
体
制
が
明
確
化
さ
れ
た
と
言

え
る
。

多
く
の
大
学
で
は
、「
キ
ャ
リ
ア
セ
ン

タ
ー
」と
い
っ
た
名
称
の
組
織
で
職
業
教
育

や
就
職
指
導
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
本
学
で

は
キ
ャ
リ
ア
形
成
そ
の
も
の
を「
社
会
と
の

関
わ
り
の
中
で
積
み
重
ね
る
全
て
の
経
験
を

通
し
て
、
社
会
と
自
分
自
身
を
し
っ
か
り
と

見
つ
め
、
自
ら
の
進
む
道
を
見
つ
け
出
し
、

人
生
を
前
向
き
に
生
き
て
い
く
こ
と
」で
あ

る
と
定
義
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、「
自
分

の
世
界
を
広
げ
る
場
」や「
自
分
の
人
生
を

考
え
る
場
」な
ど
、
様
々
な
学
び
の
場
を
提

供
す
る
と
と
も
に
、
就
職
支
援
の
ス
タ
ッ
フ

だ
け
で
な
く
、
教
職
員
が
一
体
と
な
っ
て
学

生
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
を
支
援
す
る
た
め
に
、

こ
の
セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ
た
。

運
営
体
制
と
し
て
は
、
地
域
連
携
、
学
園

相模女子大学 就職支援課
課長　澤藤　桂

キャリアセンター通信連載 相模女子大学

地域とつながり、地域で学ぶ
生涯学び続けることのできる大学へ
～「夢をかなえるセンター」誕生～
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価
値
観
は
正
当
化
さ
れ
て
い
た
。
今
も
、

大
き
く
は
変
わ
ら
な
い
か
も
し
れ
な
い
。

１
９
６
５
年
に
厚
生
大
臣
の
私
的
諮
問
機
関

と
し
て
、「
心
身
障
害
者
の
村（
コ
ロ
ニ
ー
）

懇
談
会
」
が
設
置
さ
れ
、
重
度
障
が
い
者
を

持
つ
親
族
の
要
望
に
応
え
、
援
護
対
策
と
し

て
全
国
に
多
く
の
施
設
が
作
ら
れ
る
こ
と
に

な
る
。
こ
こ
に
、
物
言
わ
ぬ
障
が
い
者
の
意

見
は
な
い
。
こ
れ
を
横
塚
氏
は
、
働
け
ぬ
障

が
い
者
の
隔
離
政
策
だ
と
論
じ
て
い
る
。
障

が
い
の
種
類
や
程
度
に
よ
っ
て
、
そ
れ
に
合

わ
せ
た
支
援
を
す
る
と
い
う
名
目
で
、
障
が

い
者
を
隔
離
す
る
こ
と
を
当
然
と
す
る
価
値

観
を
持
っ
て
い
た
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
た
。

と
も
に
学
び
た
い
と
い
う
思
い
が
あ
れ
ば
、

障
が
い
者
に
と
っ
て
、
コ
ロ
ニ
ー
は
収
容
所

に
監
禁
さ
れ
る
の
と
変
わ
ら
な
い
野
蛮
な
行

為
で
あ
る
。

横
塚
氏
の
意
見
に
触
れ
て
、「
働
く
」
と

い
う
行
為
を
正
当
化
す
る
こ
と
で
、「
働
け

な
い
」
と
い
う
人
を
蔑
む
よ
う
に
見
た
こ
と

は
な
い
か
と
自
問
し
て
し
ま
う
。
望
ま
し
い

勤
労
観
の
育
成
を
掲
げ
た
教
育
は
、
健
常

者
中
心
の
考
え
方
に
陥
っ
て
い
な
い
か
考

え
る
必
要
が
あ
ろ
う
。「
津
久
井
や
ま
ゆ
り

園
」
の
事
件
の
犯
人
が
、
そ
の
よ
う
な
価
値

観
形
成
に
よ
っ
て
障
が
い
者
を
蔑
む
よ
う
に

な
っ
た
の
で
な
け
れ
ば
よ
い
の
だ
が
。
教
育

は
、「
善
」を
身
に
つ
け
る
し
く
み
で
あ
っ
て
、

犯
罪
者
を
生
む
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
て
は
な

ら
な
い
。

障
が
い
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
す
べ
て

の
人
が
不
安
や
怖
れ
も
な
く
、
共
生
で
き
る

社
会
の
実
現
を
教
育
は
目
指
さ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
そ
の
実
現
を
目
指
す
世
界
の
潮
流

の
中
で
、新
学
習
指
導
要
領
に「
イ
ン
ク
ル
ー

シ
ブ
教
育（inclusive education

）」
の
実

現
が
読
み
取
れ
る
。inclusive

と
は
、「
す

べ
て
を
包
み
込
ん
だ
」と
い
う
意
で
、「
包
括

的
」
と
訳
す
の
が
よ
い
か
と
思
う
。
障
が
い

の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
一
人
ひ
と
り
に
配

慮
し
な
が
ら
、
み
ん
な
一
緒
に
学
ぶ
教
育
だ
。

そ
も
そ
も
、
す
べ
て
の
子
ど
も
は
多
様
で

あ
り
、
す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め
の
教

育「Education for A
ll

」を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に

教
育
の
充
実
が
世
界
的
に
図
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
四
半
世
紀
以
上
が
経
つ
。
十
数
年
前

か
ら
、
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
と
い
う
名
称

が
一
般
化
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
す
べ

て
の
人
の
基
本
的
な
人
権
を
守
り
、
す
べ
て

の
子
ど
も
の
教
育
を
受
け
る
権
利
も
奪
っ
て

は
な
ら
な
い
。
他
国
の
例
で
は
、
特
別
支
援

学
校
を
な
く
す
と
い
う
徹
底
し
た
試
み
も
あ

る
が
、
日
本
で
は
そ
こ
ま
で
は
至
っ
て
い
な

い
。
今
次
改
訂
さ
れ
た
学
習
指
導
要
領
で
は

「
特
別
な
配
慮
を
必
要
と
す
る
児
童（
生
徒
）

へ
の
指
導
／ 

障
害
の
あ
る
児
童（
生
徒
）
な

ど
へ
の
指
導
」と
い
う
項
目
が
追
加
さ
れ
た
。

教
育
現
場
で
は
、
多
く
の
創
意
工
夫
が
求

め
ら
れ
、
苦
労
も
多
い
だ
ろ
う
が
、
イ
ン
ク

ル
ー
シ
ブ
教
育
に
よ
っ
て
実
現
さ
れ
る
共
生

社
会
は
、
様
々
な
人
が
生
き
生
き
と
活
躍
で

き
る
こ
と
に
な
り
、
差
別
と
偏
見
を
な
く
す

こ
と
に
つ
な
が
る
。
教
育
の
力
に
よ
っ
て
、

痛
ま
し
い
事
件
が
二
度
と
起
こ
ら
ぬ
社
会
に

な
っ
て
ほ
し
い
と
願
う
ば
か
り
で
あ
る
。

２
０
１
６
年
７
月
、
神
奈
川
県
立
の
知
的

障
害
者
福
祉
施
設「
津
久
井
や
ま
ゆ
り
園
」

で
、
入
所
者
19
人
を
刺
殺
し
、
入
所
者
・
職

員
計
26
人
に
重
軽
傷
を
負
わ
せ
る
痛
ま
し
い

事
件
が
お
こ
っ
た
。
事
件
は
未
だ
記
憶
に
新

し
い
。
犯
人
は
障
害
者
の
命
を
軽
ん
じ
、
障

が
い
者
の
生
存
の
意
味
を
否
定
す
る
言
動
を

繰
り
返
し
て
い
る
と
の
こ
と
。
犯
人
の
障
が

い
者
に
対
す
る
極
端
な
差
別
意
識
に
嫌
悪
感

を
抱
く
人
は
き
っ
と
多
い
に
違
い
な
い
。
し

か
し
、「
働
か
ざ
る
者
、
喰
う
べ
か
ら
ず
」

と
言
わ
れ
る
裏
に
潜
む
、
働
け
な
い
人
間
を

排
除
す
る
よ
う
な
考
え
は
、
重
度
障
が
い
者

へ
の
生
存
を
否
定
す
る
考
え
と
根
本
的
に
は

同
じ
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

『
母
よ
！
殺
す
な
』
と
い
う
名
著
が
あ
る
。

脳
性
麻
痺
者
で
あ
る
横
塚
晃
一
氏
が
口
述

筆
記
で
記
し
た
本
で
あ
る
。
こ
の
本
は
、

１
９
７
０
年
５
月
、
横
浜
で
起
き
た
重
度
脳

性
麻
痺
の
女
児
を
母
親
が
絞
殺
し
た
事
件
を

取
り
上
げ
て
い
る
。
障
が
い
児
の
介
護
疲
れ

に
よ
る
殺
人
を
理
由
に
、
地
元
町
内
会
が
母

親
の
減
刑
嘆
願
署
名
運
動
を
す
る
な
ど
、
当

時
、
世
の
風
潮
は「
可
哀
想
な
母
親
を
救
え
」

と
い
う
論
調
だ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
に
対

し
て
、
横
塚
晃
一
氏
は
障
が
い
者
の
立
場
か

ら
異
議
申
し
立
て
を
し
、
真
っ
向
か
ら
、
反

対
し
た
。

「
重
症
児『
殺
さ
れ
て
も
や
む
を
得
な
い
』

と
す
る
な
ら
ば
、
殺
さ
れ
た
者
の
人
権
は
ど

う
な
る
の
だ
」「
障
害
児
は
殺
さ
れ
る
の
が

幸
せ
か
」と
挑
ん
だ
の
だ
。

高
度
成
長
時
代
、
勤
労
を
美
徳
と
す
る

キャリア指導の現場から 連載

インクルーシブ教育

東洋大学経営学部 非常勤講師
公益財団法人 日本進路指導協会 理事・調査部長       

千葉吉裕
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仲良しに起こった不可解な悲劇？
− 子どもたちの自己肯定感を考える　その3 −

ス ク ー ル カ ウ ン セ ラ ー 風 便 り
　　　第38回

東京都スクールカウンセラー（臨床心理士）　

金屋光彦

ない思いをくみ取られることはなく、怒り寂しさ悲しさ
といった感情は未分化で、適切に処理されないまま抑圧
されていた」とも指摘した。

4 事件前後の様子
Ａ子の異変は５年の３学期、Ａ子の生きがいだったミ

ニバスケットを辞めた直後から起こった。中学受験をす
すめる親は、成績が下がれば退部、とA子に告げていた。
ミニバスを続けたいＡ子の同級生は「Ａ子の成績を下げ
ないでください」と担任に懇願したこともあるという。そ
の願いむなしく、Ａ子は退部させられる。Ａ子自身は 「お
母さんに辞めさせられた」と言っていたという。その頃か
らＡ子の視線は宙に浮き、些細なことで逆上し出す。カッ
ターナイフを振り上げて男子を追いかける、髪の毛をひっ
ぱり殴る蹴るの暴力が目立つようになる。表情は異様な
程怖く、場違いな怒りが噴出したのだ。それは、人格障
害の兆候を示していたのではないかとも推察される。

5 Ａ子の家族と養育環境
Ａ子は５人家族、両親のほかに母方の祖母と、５歳上

の姉が居た。姉は両親に可愛がられ、妹のＡ子が泣いた
時あやすのは、いつも祖母だったという。ある親類は、

「絶対的な父親とそれに従う母親、姉を可愛がり、妹には
無関心だった」と証言する。母親は、Ａ子の誕生後半年で
働き出す。また、彼女が２歳の時、父親が脳出血で倒れ、
Ａ子は一人テレビを見て過ごすことが多かったという。

Ａ子はあまり泣かない子だったといわれる。が、乳幼
児の唯一の意思表示は泣くことである。空腹や排せつ、
寒さをはじめ、怒りや寂しさなどの感情も、泣くことで
必死に表現するのが乳幼児だ。それに応じないまま放置
し続けると、子どもはしまいに泣かなくなる、意思表示
をしなくなるのである。米国の研究でも、同様の報告が
されている。

「はっきりノーと言えず、自己主張のできない子」と両
親はＡ子の性格をこう表現する。しかし、自己肯定感の
低さを示すそれは、Ａ子の意思を11年もの間、無視しぞ
んざいに扱ってきた結果ではなかったのか？　抑圧され
てきたＡ子の意思や感情、そしてその怒りは、自我が独
立する思春期を迎え、当然親に向かうはずだった。だが
現実は同級生たち、とりわけクラスのまとめ役で頼りが
いのあるＭさんに向かったのはなぜか～？　心を許して
いたＭさんを残忍な方法で殺害した深い謎、それはA子
自身も気づかない心の闇だったともいえるだろう〜。

	 （つづく）

1 プロローグ
破綻の多くは一つの原因からは起こらない。精神疾患

も、複数のストレッサーと葛藤の積み重なりによって発症
する。種々の負荷が、ある時重なるように個人を襲い、そ
の個人の耐性限度を超えたとき、破綻は起きるのである。

特に自我の強度・柔軟性がまだ十分でない少年は、環
境要因（ストレッサー）の影響をもろに受ける。子どもの
問題行動の真相は、彼らを取り巻く環境である学校、家庭、
地域、ネット社会等、そこで展開される関係の在り様を
しっかり見ていかないと解けない。

東京都小中高における暴力行為の件数が110件増加
し、2,370件になった（2016）。特に小学校での増加が
著しく、前年比1.5倍。中高生の自殺が過去最多の水準
が続く今、この未然防止とともに、暴力による破綻も防
ぎたい。その観点から、ある小学校で起こった暴力事件
を振り返る。それは、暴力が殺人の域まで至った信じが
たい事件だった。

2 破綻の概要
2004年６月１日、長崎県佐世保市のＯ小学校で、小

６の女子児童Ａ子（当時11歳）が、仲良しだった同級の
Ｍさん（当時12歳）を、カッターナイフで頸動脈を切断し、
殺害した。傷の深さは10センチに達し、Ｍさんはほぼ即
死状態だった。

Ａ子は、時折Ｍさん宅を訪れ、父親や兄（当時中３）と
も面識があった。二人は友達だったと見ていた父親と兄
は、なぜ殺人まで至ったのか、理解できなかった。
「大人しい普通の子」「絵が得意な、成績の良い女子児童」

と見られていたＡ子に一体何が起こったのか？　殺害後
に接した関係者も、「ネットの掲示板で嫌なことを書かれ
たから～」というＡ子の殺害理由に首を傾げていた。“そ
んな理由で殺人までするのか”という疑問である。まして
や仲良しの友達を？　である。白昼小学校で女子児童が
起こした惨殺事件でもあり、当時全国を震撼させた。Ａ
子を知る子どもも大人も、みな理解に苦しむ破綻だった。

3 家庭裁判所のＡ子とその環境への考察
大人しい普通の子Ａ子と残忍な事件とが結びつかない

ことから、長崎家庭裁判所は、少年事件では異例の３カ
月に及ぶ精神鑑定を行った。その結果、障害とみなすも
のはないが、著しい情緒的遅れがあり、共感能力に乏し
いことが指摘された。また家裁は、「自分の欲求や感情を
受け止めてくれる他者がいる、という基本的安心感が希
薄で、他者との愛着形成が難しかった」「Ａ子の表現でき

連載
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就
労
意
欲
は
あ
る
が
、「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
苦
手
」
な
若
者
の
問
題
点

　

多
く
の
場
合
、
面
接
で
落
ち
続
け
て
し
ま

う
と
い
う
ケ
ー
ス
が
見
ら
れ
ま
す
。つ
ま
り
、

面
接
力
に
問
題
が
あ
る
場
合
で
す
。
ポ
イ
ン

ト
と
し
て
、「
話
す
内
容
の
把
握
」と「
話
し

方
」に
問
題
が
あ
る
も
の
で
す
。

代
表
的
な
も
の
と
し
て
、
次
の
よ
う
な

ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

1　

話
す
内
容
が
整
理
さ
れ
て
い
な
い
。
少

し
掘
り
下
げ
ら
れ
る
と
、
頭
が
真
っ
白
に

な
っ
て
し
ま
う
。

　

⇨
話
す
内
容
を
箇
条
書
き
で
整
理
し
、
記

憶
に
留
め
る
。

2　

そ
も
そ
も
気
持
ち
が
入
っ
て
い
な
い
。

内
容
に
深
み
が
な
く
、
言
葉
の
キ
ャ
ッ
チ

ボ
ー
ル
が
で
き
て
い
な
い
。

　

⇨
気
持
ち
に
つ
い
て
は
、
生
き
生
き
話
す

こ
と
。
そ
し
て
、
相
手
を
意
識
し
た「
話

し
か
け
」（
相
手
が
頷
い
て
く
れ
る
話
し
方

や
間
）を
大
切
に
す
る
よ
う
に
指
導
す
る
。

3　

癖
が
あ
り
、そ
の
癖
が
ネ
ッ
ク
と
な
り
、

評
価
さ
れ
な
い
。
面
接
と
な
っ
た
途
端
に

構
え
て
し
ま
い
、
ロ
ボ
ッ
ト
口
調
と
な
っ

て
し
ま
う
。

　

⇨
親
し
い
友
人
と
話
す
時
を
イ
メ
ー
ジ
さ

せ
る
こ
と
で
、
構
え
を
な
く
し
、
親
し
み
や

す
く
自
然
体
で
話
す
こ
と
を
意
識
づ
け
る
。

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
と
動
画
の
活
用

さ
ら
に
、
1
の
解
決
策
と
し
て
、
私
は
図

の
よ
う
な
資
料
を
使
っ
て
、
代
表
的
な
質
問

に
対
す
る
掘
り
下
げ
シ
ー
ト
で
内
容
を
確
認

さ
せ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
質
問
に
対
し
て
、
話
し

方
の
ア
ド
バ
イ
ス
も
し
て
い
き
ま
す
。

•

話
す
内
容
の
検
証

ポ
イ
ン
ト
は
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
中

心
に
進
め
る
こ
と
で
す
。
学
生
の
腑
に
落
ち

る
よ
う
に
、
一
緒
に
確
認
し
て
い
く
と
、
自

己
理
解
も
進
み
効
果
が
あ
り
ま
す
。

•

話
し
方
に
つ
い
て
の
検
討

ベ
ス
ト
な
方
法
は
、ず
ば
り
、映
像
に
撮
っ

て
見
せ
る
こ
と
で
す
。
こ
れ
に
は
、
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
の
動
画
撮
影
機
能
を
フ
ル
活
用
し

ま
す
。「
百
聞
は
一
見
に
如
か
ず
」の
諺
通
り
、

大
き
な
気
づ
き
に
結
び
付
き
ま
す
。

「
話
し
か
け
」に
つ
い
て
は
、
友
人
と
会
話

す
る
時
の
よ
う
に
フ
ラ
ン
ク
な
会
話
で
練
習

を
し
ま
す
。
ま
ず「
言
葉
の
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー

ル
・
会
話
」を
優
先
さ
せ
、「
面
接
は
会
話
」で

あ
る
こ
と
に
気
づ
い
て
も
ら
い
ま
す
。

就
職
相
談
に
来
る
学
生
は
、
必
ず「
就
職
」

を
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
を
持
っ
て
き
ま

す
。
そ
の
心
の
芽
が
育
つ
方
向
性
を
、
ぜ
ひ

的
確
に
支
援
し
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

「
情
報
過
多
で
身
動
き
が
取
れ
な
く
な
っ

て
い
る
」、「
就
労
意
欲
が
な
い
」若
者
の
対

応
に
つ
い
て
は
、
次
号
以
降
で
取
り
上
げ
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
就
労
意
欲
は
あ
る
が
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
苦
手
な
若
者
へ
の
対
応
に

つ
い
て
、
お
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

今
号
が
読
者
の
方
々
の
お
手
元
に
届
く
頃

に
は
、も
う「
自
信
が
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
」

と
、
自
分
を
見
失
い
か
け
て
し
ま
っ
て
い
る

若
者
の
相
談
者
が
来
ら
れ
て
い
る
か
と
思
い

ま
す
。「
職
に
就
く
」と
い
う
目
標
よ
り
、「
内
々

定
」が
欲
し
い
と
切
実
に
思
っ
て
い
る
学
生
の

偽
ら
ざ
る
気
持
ち
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
時
こ
そ
、
私
た
ち
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
は
、
若
者
の
気
持
ち
を
し
っ
か
り
と
受

け
止
め
、
そ
れ
に
対
し
て
、
ど
こ
に
問
題
が

あ
る
の
か
を
見
極
め
、
的
確
に
対
応
す
る
こ

と
が
肝
要
で
あ
る
と
私
は
思
い
ま
す
。

vol.24-2キャリアカウンセリングの現場から連載

若年者を「一人にしない」ために
（２）コミュニケーションが苦手な学生への支援

北山四郎
国家資格　キャリアコンサルタント

２級キャリアコンサルティング技能士

（雇用問題研究会ホームページ）

「キャリアカウンセリングの現場から」のバックナンバーがウェブサイトで読めます。

学生時代に取り組んだこと。 学業編

ＥＳの作成の秘訣⇒箇条書きで整理して書く
面接での掘り下げ質問対策にもなる

学業で取り組んだ内容で、あなたの取り組み姿勢と発揮できた成果を具体的に話すこと。
どのような場面 状況 で、どんな力を使って行動したか、具体的に表現。
どのように、学びや研究を掘り下げ、解決していったか。力のヒント⇒社会人基礎力を参考にしてみよう。
ただ、一生懸命ではなく、具体的にどんな力を使って取り組んでいったかを話すと効果的。
ゼミ活動や大学の授業をテーマにする場合には、大学のシラバスに沢山のヒントあり。

ゼミナールで【 】することを目的として
【 】に取り組みました。
例 ゼミナールで地元多摩地域の活性化を目指し、地域の高齢者と子供たちの交流イベントに取り組みました。

 【状況を詳しく・内容を具体的に】
【場面・状況】具体的な数字を盛り込むと相手にイメージしてもらいやすい。

 【大変だったこと】ポイントは⇒課題発見力である。
取り組んだことに対して、どのようなことが課題であったかを明確にする。

 【どう改善していこうと思ったか ポイントは⇒主体的取り組みと行動力を表現・・①ＰＬＡＮ
こうすれば、よりよい結果がえられる。こんな点に改善が必要等。ポジティブシンキングをベースに。
行動したあとの経過はどうだったか。問題なく進められたか。改善は必要でなかったか・④ＡＣＴＩＯＮ

 【解決・克服していくために、あなたは、どう努力したか】。 課題発見 主体性 行動力
上記３つの力以外にはどんな力を使ったか【 する力】・・・・・・・・・②ＤＯ
掘り下げる力、向上心、目標設定等はどうだったか・・・・・・・・・・⇒それに対する③ＣＨＥＣＫ

 【何を学んだ】【経験から身に付けたこと】
上記の中で、一言で、相手に対して身に付けた能力や、得たスキル等を確認しておこう。
希望している職種でいかせるポイントに照準を合わせる

 【その他】

■図　ワークシート



特定非営利活動法人キャリアカウンセリング協会 GCDF-Japan 事務局

●TEL  0120-048-840  ●詳細・お申込みは  GCDF  で検索

GCDFトレーニングは、国家資格「キャリアコンサルタント」と
グローバル資格「GCDF－Japan キャリアカウンセラー」の

取得を同時に目指せる厚労大臣認定養成講習です

～　東京・大宮・横浜・名古屋・大阪・福岡で開講　～

専門実践教育訓練給付指定講座 受講修了・資格取得で最大70％給付

キャリア・コンサルティング セミナー

基礎理論コース 

個人主導のキャリア形成が求められる中、それを支援するキャリアコンサルティングの重要性は、社会でも広く認められつつあります。
それとともにキャリアコンサルティングに不可欠なアセスメント・ツールも一層効果的な活用が期待されています。雇用問題研究会では、
当研究会で発行している各種アセスメント・ツール、心理（適性）検査を効果的にご活用いただくために、セミナーを開催しております。
各種ツール、心理検査等の理論・実施方法・活用方法等を解説いたします。

対　象 ●中学校・高等学校の進路指導・キャリア教育担当者、スクールカウンセラー
 ●大学・短大・専門学校のキャリア支援・就職指導担当者
 ●職業安定・職業能力開発機関の担当者 
 ●職業相談・就業支援・教育相談機関等の担当者 
 ●キャリア・コンサルタント、キャリア・カウンセラー、産業カウンセラー及びそれらを目指している方

受講料 各コース 9,000円

●受講料 9,000円（税込・CD-ROMと手引代を含む）

定　員 各コース 18名

講　師 雇用問題研究会 普及促進課

会　場 雇用問題研究会 会議室（東京都中央区日本橋馬喰町1－14－5　日本橋Ｋビル2階）

コース 内　　容

キャリ

キャリア・インサイトの機能と活用

アコンサルティングに必須のアセスメント・ツールの有効活用をマスターする

●お申込みは
ホームページ
からどうぞ

●開催日程、コース、会場等、詳しくはホームページでお知らせいたします。お申込みもサイト内専用フォームからできます。
http://www.koyoerc.or.jp
一般社団法人 雇用問題研究会 http://www.koyoerc.or.jp  〒103-0002 東京都中央区日本橋馬喰町1-14-5 ●電話 03-5651-7072

※ご希望のコースを自由に組みあわせて受講できます。ただし「キャリア・コンサルティング」は、「ＶＲＴ」及び「ＧＡＴＢ」コースを受講された方に限ります。

職業レディネス・テスト（VRT） の念理ういと」へ解理己自てじ通を索探業職、へ索探業職てじ通を解理己自「、は
もと、若者（中学・高校生、大学生など）の職業への興味・自信の方向性をキャリア発達の観点から捉えようと
するものです。米の心理学者J.L.ホランドの職業選択理論を踏まえて、その実施と活用について説明します。

VRT
11/15（木）

●2018年12月6日（木）

10:00～16:00

厚生労働省編 一般職業適性検査（GATB）は、多様な職業分野で仕事をする上で必要とされる代表的な９
種の能力（適性能）を測定することにより、自己理解や適職領域の探索等、望ましい職業選択を行うための情
報を提供します。その実施方法と採点の方法、そして職業適性の理念や結果の見方について説明します。

GATB
11/16（金）
10:00～16:00

アセスメント・ツールを活用したキャリア・コンサルティングの考え方や進め方について説明します。また、各ツー
ル（VRT、GATB）の結果の解釈について、事例研究を通して学びます。受講生によるグループワークを取り入
れたコースとなっています。 ●「ＶＲＴコース」及び「ＧＡＴＢコース」を修了された方が対象です。

キャリア・コンサルティング
11/17（土）
10:00～16:00

キャリア・インサイト講習会



多様な職業分野で仕事をする上で必要とされる代表的な
９種の能力（適性能）を測定、現実的な職業選択を可能に

中学・高校・高専・専門学校・短大・大学
職業訓練校・職業相談機関等

45分程度（紙筆検査のみ）

対 象

実施時間

測定
されるもの

※器具検査が必要

※器具検査が必要

職業に対する興味・関心と職務遂行の自信度を測定する
ことで自己理解を促し、進路探索を援助

中学・高校・高専・専門学校・短大・大学
職業訓練校・職業相談機関等

40～45分

＊定価表示はすべて税込価格です。

 適性能

G 知的能力

V 言語能力

N 数理能力

Q 書記的知覚

S 空間判断力

P 形態知覚

Ｋ 運動共応

Ｆ 指先の器用さ

M 手腕の器用さ

機能 職
業
興
味
、職
務
遂
行
の
自
信
度

R 現実的職業領域

I 研究的職業領域

A 芸術的職業領域

S 社会的職業領域

E 企業的職業領域

C 慣習的職業領域

基
礎
的
志
向
性

D 対情報関係志向

P 対人関係志向

T 対物関係志向

●編著
独立行政法人 労働政策研究・研修機構

●編著
厚生労働省職業安定局

進路指導・職業指導用
職業レディネス・テスト
［第３版］

厚生労働省編一般職業適性検査

対 象

実施時間

測定
されるもの

●問題用紙 
●回答用紙（中学生用／高校生以上用） 

●結果の見方・生かし方（ワークシート）

●コンピュータ判定料 ……340円

●手引…………………… 1,300円 （実施者用） 

コンピュータ判定とも
１名分 610円

１名分
270円

中学・高校生用価格

●検査用紙………………… 280円 
●コンピュータ判定料
　ベーシックコース ……… 330円
　プラスコース …………… 400円

●手引…………………… 1,100円 （実施者用）
　（採点盤、検査実施者用付）

●Ｑ＆Ａ集 ………………… 864円

コンピュータ判定とも
●ベーシックコース
１名分 610円
●プラスコース
１名分 680円

価格

●問題用紙 
●回答用紙（高校生以上用） 

●結果の見方・生かし方（ワークシート）

●大学生等のための職業リスト（単品の場合：50円）

●コンピュータ判定料 ……270円
   （アドバイスシート付き）

●手引…………………… 1,300円 （実施者用） 
   （大学等での実施のためのガイドブック付き）

コンピュータ判定とも
１名分 590円

１名分
320円

大学生用価格

一般社団法人  雇用問題研究会 〒103－0002 東京都中央区日本橋馬喰町 1－14－5 日本橋Ｋビル２階
●電話 03-5651-7072　 ●FAX 03-5651-7077 ●ホームページ http://www.koyoerc.or.jp　 

発行

コンピュータ判定ベーシックコース結果票 コンピュータ判定結果票（中学・高校生用）

ト・ツールト●キャリア教育のためのアセスメン

683146


